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(57)【要約】
【課題】操作者が、違和感のない操作によって表示内容
をスクロールして、多数の項目を選択的に表示させるこ
とのできる表示装置を実現する。
【解決手段】筒形の形状をしており、筒の外周面が表示
面となっている表示手段１と、表示手段１を、筒の軸を
中心として回転可能なように支持する支持手段１０と、
表示手段１の回転角度を検知する角度検知手段１１と、
角度検知手段１１の検知結果に基づき、表示面のうち周
方向上の所定の位置に達した部分の表示内容を更新する
表示制御手段５，１４とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心として回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記角度検知手段の検知結果に基づき、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新する表示制御手段と
を備えることを特徴とする筒状表示装置。　
【請求項２】
　請求項１に記載の筒状表示装置において、
　前記表示手段を回転させる駆動手段
をさらに備え、
　前記表示制御手段は、
　時間的な前後関係を有する複数の項目を、時間の順に前記表示面の周方向に並べて前記
表示手段に表示させ、
　時間の進行に伴い、前記駆動手段を制御して、前記表示面のうち現在の時間に対応した
項目を表示している部分を、周方向上の所定の位置に移動させる
ことを特徴とする筒状表示装置。
【請求項３】
　請求項２記載の筒状表示装置において、
　位置同期操作手段
をさらに備え、
　前記表示制御手段は、前記位置同期操作手段が操作されたことに基づき、前記駆動手段
を制御して、前記表示面のうち現在の時間に対応した項目を表示している部分を、周方向
上の所定の位置に移動させる
ことを特徴とする筒状表示装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の筒状表示装置において、
　前記表示制御手段は、
　時間的な前後関係を有する複数の項目を、時間の順に前記表示面の周方向に並べて前記
表示手段に表示させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする筒状表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の筒状表示装置において、
　位置同期操作手段
をさらに備え、
　前記表示制御手段は、前記位置同期操作手段が操作されたことに基づき、前記表示面の
うち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対応した項目を表示させる
ことを特徴とする筒状表示装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の筒状表示装置において、
　前記表示手段に外部から与えられる回転トルクを検出するトルク検出手段と、
　前記表示手段を筒の軸の周りに回転させる駆動手段と
をさらに備え、
　前記表示制御手段は、前記トルク検出手段によって検出される回転トルクの大きさが一
定以下になると、前記駆動手段を制御して、前記表示面のうち現在の時間に対応した項目
を表示している部分を、周方向上の所定の位置に移動させる
ことを特徴とする筒状表示装置。
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【請求項７】
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させる表示制御手段と
を備えることを特徴とする筒状表示装置。
【請求項８】
　パネルと、
　筒を軸方向に沿って切った形状をしており、筒の外周面を上側に向けて前記パネル上に
配置され、前記外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させる表示制御手段と
を備えることを特徴とする筒状表示装置。
【請求項９】
　請求項７に記載の筒状表示装置において、
　前記表示制御手段は、
　時間的な前後関係を有する複数の項目を、時間の順に前記表示面の周方向に並べて前記
表示手段に表示させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする筒状表示装置。
【請求項１０】
　請求項８に記載の筒状表示装置において、
　前記表示制御手段は、
　時間的な前後関係を有する複数の項目を、時間の順に前記表示面の周方向に並べて前記
表示手段に表示させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする筒状表示装置。
【請求項１１】
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記複数の項目のそれぞれに関する機能情報を記憶する機能
記憶手段と、
　操作入力手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　複数の項目を、前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　前記操作入力手段が操作されたことに基づいて、前記機能記憶手段を参照して、前記表
示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する前記機能情報に基
づく処理を実行する
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ことを特徴とする筒状入力装置。　
【請求項１２】
　請求項１１に記載の筒状入力装置において、
　前記表示手段を回転させる駆動手段
をさらに備え、
　前記表示制御手段は、
　前記複数の項目として、時間的な前後関係を有する項目を、時間の順に前記表示面の周
方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　時間の進行に伴い、前記駆動手段を制御して、前記表示面のうち現在の時間に対応した
項目を表示している部分を、周方向上の所定の位置に移動させる
ことを特徴とする筒状入力装置。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の筒状入力装置において、
　前記表示制御手段は、
　前記複数の項目として、時間的な前後関係を有する項目を、時間の順に前記表示面の周
方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする筒状入力装置。
【請求項１４】
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記複数の項目のそれぞれに関する機能情報を記憶する機能
記憶手段と、
　操作入力手段と、
を備え、
　前記表示制御手段は、
　複数の項目を、前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
　前記操作入力手段が操作されたことに基づき、前記機能記憶手段を参照して、前記表示
面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する前記機能情報に基づ
く処理を実行する
ことを特徴とする筒状入力装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の筒状入力装置において、
　前記表示制御手段は、
　前記複数の項目として、時間的な前後関係を有する項目を、時間の順に前記表示面の周
方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする筒状入力装置。
【請求項１６】
　パネルと、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように前記パネルの外側で支持する支持手
段と、
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　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記複数の項目のそれぞれに関する機能情報を記憶する機能
記憶手段と、
　前記表示手段が前記パネルに向けて押されたことを検出する検出手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　複数の項目を、前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　前記表示手段が押されたことが前記検出手段で検出されたことに基づき、前記機能記憶
手段を参照して、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に
関する前記機能情報に基づく処理を実行する
ことを特徴とする筒状入力装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の筒状入力装置において、
　前記表示制御手段は、
　前記複数の項目として、時間的な前後関係を有する項目を、時間の順に前記表示面の周
方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする筒状入力装置。
【請求項１８】
　パネルと、
　筒を軸方向に沿って切った形状をしており、筒の外周面を前記パネルの外側に向けて前
記パネル上に配置され、前記外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記複数の項目のそれぞれに関する機能情報を記憶する機能
記憶手段と、
　前記表示手段または前記回転ダイアルが前記パネルに向けて押されたことを検出する検
出手段と、
を備え、
　前記表示制御手段は、
　複数の項目を、前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
　前記表示手段または前記回転ダイアルが押されたことが前記検出手段で検出されたこと
に基づき、前記機能記憶手段を参照して、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分
に表示されている項目に関する前記機能情報に基づく処理を実行する
ことを特徴とする筒状入力装置。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の筒状入力装置において、
　前記表示制御手段は、
　前記複数の項目として、時間的な前後関係を有する項目を、時間の順に前記表示面の周
方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
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ことを特徴とする筒状入力装置。
【請求項２０】
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心として回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記表示手段を回転させる駆動手段と、
　表示制御手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果に基づき、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記駆動手段を制御して、前記表示面のうち現在の時間に対応した
項目を表示している部分を、周方向上の所定の位置に移動させる
ことを特徴とする送出制御装置。
【請求項２１】
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心として回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果に基づき、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする送出制御装置。
【請求項２２】
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
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　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする送出制御装置。
【請求項２３】
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記表示手段を回転させる駆動手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　操作入力手段と、
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記駆動手段を制御して、前記表示面のうち現在の時間に対応した
項目を表示している部分を、周方向上の所定の位置に移動させ
　前記操作入力手段が操作されたことに基づいて、前記機能記憶手段を参照して、前記表
示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する詳細情報を前記詳
細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする送出制御装置。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の送出制御装置において、
　前記詳細情報表示手段に表示された詳細情報を編集するための編集操作手段
をさらに備えたことを特徴とする送出制御装置。
【請求項２５】
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　操作入力手段と、
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
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を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させ、
　前記操作入力手段が操作されたことに基づいて、前記機能記憶手段を参照して、前記表
示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する詳細情報を前記詳
細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする送出制御装置。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の送出制御装置において、
　前記詳細情報表示手段に表示された詳細情報を編集するための編集操作手段
をさらに備えたことを特徴とする送出制御装置。
【請求項２７】
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっており、複数の項目が前記表示面の
周方向に並べて表示される表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　操作入力手段と、
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させ、
　前記操作入力手段が操作されたことに基づいて、前記機能記憶手段を参照して、前記表
示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する詳細情報を前記詳
細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする送出制御装置。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の送出制御装置において、
　前記詳細情報表示手段に表示された詳細情報を編集するための編集操作手段
をさらに備えたことを特徴とする送出制御装置。
【請求項２９】
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
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御と
を有する送出制御装置において、
　パネルと、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように前記パネルの上方で支持する支持手
段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　前記表示手段が前記パネルに対して垂直方向に押し下げられたことを検出する押下検出
手段と
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させ、
　前記表示手段が押し下げられたことが前記押下検出手段で検出されたことに基づき、前
記機能記憶手段を参照して、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されて
いる項目に関する詳細情報を前記詳細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする送出制御装置。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の送出制御装置において、
　前記詳細情報表示手段に表示された詳細情報を編集するための編集操作手段
をさらに備えたことを特徴とする送出制御装置。
【請求項３１】
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　パネルと、
　筒を軸方向に沿って切った形状をしており、筒の外周面を上側に向けて前記パネル上に
配置され、前記外周面が表示面となっており、複数の項目が前記表示面の周方向に並べて
表示される表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　前記表示手段が前記パネルに対して垂直方向に押し下げられたことを検出する押下検出
手段と、
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
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の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させ、
　前記表示手段が押し下げられたことが前記押下検出手段で検出されたことに基づき、前
記機能記憶手段を参照して、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されて
いる項目に関する詳細情報を前記詳細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする送出制御装置。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の送出制御装置において、
　前記詳細情報表示手段に表示された詳細情報を編集するための編集操作手段
をさらに備えたことを特徴とする送出制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、特に、操作者が多数の項目を選択的に表示させる際の操作
感の向上を図ったものに関する。また本発明は、そうした表示装置を構成要素の一部に含
み、選択的に表示させた項目に対応した情報を入力できるようにした入力装置に関する。
また本発明は、そうした表示装置や入力装置を利用した送出制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置の分野では、従来から、表示すべき項目が多数存在して表示面内に一度に収ま
りきらない場合、それら項目を画面の縦方向あるいは横方向に並べて表示し、マウス，ト
ラックパッド等のポインティングデバイスやキーボード上の矢印キーの操作によって表示
内容を上下あるいは左右にスクロールすることにより、多数の項目の中から操作者が選択
した所望の項目を表示するようにした技術が一般化している。
【０００３】
　しかし、このようにポインティングデバイスやキーボードの操作によって表示内容をス
クロールする場合、操作対象であるポインティングデバイスやキーボードは、表示装置と
は別の装置であり、且つ、表示装置の表示面に隣接しているわけではなく表示面から幾分
離れている（例えばノート型のコンピュータでも１０センチメートル程度は離れている）
。
【０００４】
　また、ポインティングデバイスやキーボードの操作によって表示内容をスクロールする
場合、ポインティングデバイスやキーボードの操作量（例えばマウスを動かした距離）は
、表示面上での表示内容の移動量と一致しているわけではない。
【０００５】
　そのため、従来の表示装置には、操作者が表示内容をスクロールして多数の項目を選択
的に表示させる際の操作に違和感があるという問題があった。
【０００６】
　また、従来から、表示面に曲面を有する表示装置において、曲面に表示している静止画
像を、一定時間間隔ごとに曲面のカーブ方向に自動的に移動させるようにした技術が知ら
れている（特許文献１）。しかし、この技術は、どの角度から表示装置を見る操作者でも
表示内容の全体を認識できるようにしたものであり、操作者が多数の項目を選択的に表示
させる操作を行えるようにしたものではない。
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－８２６４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　本発明は、上述の点に鑑み、操作者が、違和感のない操作によって表示内容をスクロー
ルして、多数の項目を選択的に表示させることのできる表示装置を実現することを第１の
課題とする。
【０００９】
　また本発明は、そうした表示装置を構成要素の一部に含み、選択的に表示させた項目に
対応した情報を入力することのできる入力装置を実現することを第２の課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この第１の課題を解決するため、本発明に係る筒状表示装置は、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心として回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記角度検知手段の検知結果に基づき、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新する表示制御手段と
を備えることを特徴とする。
【００１１】
　この筒状表示装置では、操作者が筒状の表示手段を回転させることに応じて、筒の外周
面である表示面のうち周方向上の所定の位置に達した部分の表示内容が順次更新されてい
くことにより、表示面自体が連続的にスクロールするように見える。
【００１２】
　このように、表示内容をスクロールする際の操作対象が表示手段そのものであり、且つ
、操作量（回転角度）と表示面上での表示内容の移動量（回転角度）とが一致するので、
表示内容をスクロールする操作が直感的に把握しやすい。
【００１３】
　これにより、操作者が、感覚的に理解しやすい操作によって表示内容をスクロールして
、多数の項目を選択的に表示させることができる。
【００１４】
　次に、本発明に係る別の筒状表示装置は、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させる表示制御手段と
を備えることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明に係るさらに別の筒状表示装置は、
　パネルと、
　筒を軸方向に沿って切った形状をしており、筒の外周面を上側に向けて前記パネル上に
配置され、前記外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させる表示制御手段と
を備えることを特徴とする。
【００１６】
　これらの筒状表示装置では、操作者が回転ダイアルを回転させることに応じて、筒の外
周面である表示面の表示内容が周方向に順次移動していくことにより、表示内容がスクロ
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ール（表示手段自体は物理的に回転せずにスクロール）する。
【００１７】
　このように、表示内容をスクロールする際の操作対象である回転ダイアルが表示手段に
隣接したり表示手段を部分的に覆っており、且つ、操作量（回転ダイアルの回転角度）と
表示面上での表示内容の移動量（回転角度）とを一致させることができるので、表示内容
をスクロールする操作が直感的に把握しやすい。
【００１８】
　これにより、操作者が、感覚的に理解しやすい操作によって表示内容をスクロールして
、多数の項目を選択的に表示させることができる。
【００１９】
　次に、前述の第２の課題を解決するため、本発明に係る筒状入力装置は、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記複数の項目のそれぞれに関する機能情報を記憶する機能
記憶手段と、
　操作入力手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　複数の項目を、前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　前記操作入力手段が操作されたことに基づいて、前記機能記憶手段を参照して、前記表
示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する前記機能情報に基
づく処理を実行する
ことを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明に係る別の筒状入力装置は、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記複数の項目のそれぞれに関する機能情報を記憶する機能
記憶手段と、
　操作入力手段と、
を備え、
　前記表示制御手段は、
　複数の項目を、前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
　前記操作入力手段が操作されたことに基づき、前記機能記憶手段を参照して、前記表示
面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する前記機能情報に基づ
く処理を実行する
ことを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明に係るさらに別の筒状入力装置は、
　パネルと、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、



(13) JP 2009-75480 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように前記パネルの外側で支持する支持手
段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記複数の項目のそれぞれに関する機能情報を記憶する機能
記憶手段と、
　前記表示手段が前記パネルに向けて押されたことを検出する検出手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　複数の項目を、前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　前記表示手段が押されたことが前記検出手段で検出されたことに基づき、前記機能記憶
手段を参照して、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に
関する前記機能情報に基づく処理を実行する
ことを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明に係るさらに別の筒状入力装置は、
　パネルと、
　筒を軸方向に沿って切った形状をしており、筒の外周面を前記パネルの外側に向けて前
記パネル上に配置され、前記外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記表示手段に表示される前記複数の項目のそれぞれに関する機能情報を記憶する機能
記憶手段と、
　前記表示手段または前記回転ダイアルが前記パネルに向けて押されたことを検出する検
出手段と、
を備え、
　前記表示制御手段は、
　複数の項目を、前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
　前記表示手段または前記回転ダイアルが押されたことが前記検出手段で検出されたこと
に基づき、前記機能記憶手段を参照して、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分
に表示されている項目に関する前記機能情報に基づく処理を実行する
ことを特徴とする。
【００２３】
　これらの筒状入力装置は、前述の本発明に係る筒状表示装置を構成要素に含んでおり、
操作者が、感覚的に理解しやすい操作によって表示内容をスクロールして、多数の項目を
選択的に表示させることができる。
【００２４】
　そして、これらの筒状入力装置では、表示手段に表示される複数の項目のそれぞれに関
する機能情報が記憶されており、操作者が操作入力手段を操作すると、あるいは操作者が
表示手段または回転ダイアルをパネルに向けて押すと、表示手段の表示面のうち周方向上
の所定の位置の部分に表示されている項目に関する機能情報に基づく処理が実行される。
【００２５】
　これにより、操作者は、感覚的に理解しやすい操作によって多数の項目を選択的に表示
させて、選択した項目に対応した情報（選択した項目に対応した機能を実行させる命令）
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を入力することができる。
【００２６】
　次に、本発明に係る送出制御装置は、
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心として回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記表示手段を回転させる駆動手段と、
　表示制御手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果に基づき、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記駆動手段を制御して、前記表示面のうち現在の時間に対応した
項目を表示している部分を、周方向上の所定の位置に移動させる
ことを特徴とする。
【００２７】
　また、本発明に係る別の送出制御装置は、
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心として回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果に基づき、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする。
【００２８】
　また、本発明に係るさらに別の送出制御装置は、
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
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　表示制御手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させる
ことを特徴とする。
【００２９】
　これらの送出制御装置は、前述の本発明に係る筒状表示装置を、番組用キューシートを
表示するために利用したものであり、操作者が、番組用キューシートを構成する多数の番
組項目を、感覚的に理解しやすい操作によって時間軸に沿ってスクロールして、任意の時
刻の番組項目を表示させることができる。
【００３０】
　次に、本発明に係るさらに別の送出制御装置は、
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように支持する支持手段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　前記表示手段を回転させる駆動手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　操作入力手段と、
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記駆動手段を制御して、前記表示面のうち現在の時間に対応した
項目を表示している部分を、周方向上の所定の位置に移動させ
　前記操作入力手段が操作されたことに基づいて、前記機能記憶手段を参照して、前記表
示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する詳細情報を前記詳
細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする。
【００３１】
　また、本発明に係るさらに別の送出制御装置は、
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように支持する支持手段と、
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　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　操作入力手段と、
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させ、
　前記操作入力手段が操作されたことに基づいて、前記機能記憶手段を参照して、前記表
示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する詳細情報を前記詳
細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする。
【００３２】
　また、本発明に係るさらに別の送出制御装置は、
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっており、複数の項目が前記表示面の
周方向に並べて表示される表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　操作入力手段と、
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させ、
　前記操作入力手段が操作されたことに基づいて、前記機能記憶手段を参照して、前記表
示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されている項目に関する詳細情報を前記詳
細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする。
【００３３】
　また、本発明に係るさらに別の送出制御装置は、
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
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御と
を有する送出制御装置において、
　パネルと、
　筒形の形状をしており、筒の外周面が表示面となっている表示手段と、
　前記表示手段を、筒の軸を中心に回転可能なように前記パネルの上方で支持する支持手
段と、
　前記表示手段の回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　前記表示手段が前記パネルに対して垂直方向に押し下げられたことを検出する押下検出
手段と
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記角度検知手段の検知結果を用いて、前記表示面のうち周方向上の所定の位置に達し
た部分の表示内容を更新し、
　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させ、
　前記表示手段が押し下げられたことが前記押下検出手段で検出されたことに基づき、前
記機能記憶手段を参照して、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されて
いる項目に関する詳細情報を前記詳細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする。
【００３４】
　また、本発明に係るさらに別の送出制御装置は、
　番組用キューシートを記憶する記憶手段と、
　時間の進行に伴い前記番組用キューシートに従って放送用機器を制御する放送用機器制
御と
を有する送出制御装置において、
　パネルと、
　筒を軸方向に沿って切った形状をしており、筒の外周面を上側に向けて前記パネル上に
配置され、前記外周面が表示面となっており、複数の項目が前記表示面の周方向に並べて
表示される表示手段と、
　前記表示手段に隣接し及び／または少なくとも部分的に前記表示手段を覆うようにして
配置され、前記表示手段の筒の軸を中心に回転可能な回転ダイアルと、
　前記回転ダイアルの回転角度を検知する角度検知手段と、
　表示制御手段と、
　前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目のそれぞれに関する詳細情報を表示
させるコマンドを記憶する機能記憶手段と、
　前記表示手段が前記パネルに対して垂直方向に押し下げられたことを検出する押下検出
手段と、
　前記詳細情報を表示するための詳細情報表示手段と
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記記憶手段に記憶された前記番組用キューシートを構成する複数の番組項目を、時間
の順に前記表示面の周方向に並べて前記表示手段に表示させ、
　前記表示手段の表示内容のうちの少なくとも一部を、前記角度検知手段で検知された回
転角度に応じて前記表示面の周方向に移動させ、
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　時間の進行に伴い、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に、現在の時間に対
応した項目を表示させ、
　前記表示手段が押し下げられたことが前記押下検出手段で検出されたことに基づき、前
記機能記憶手段を参照して、前記表示面のうち周方向上の所定の位置の部分に表示されて
いる項目に関する詳細情報を前記詳細情報表示手段に表示させる
ことを特徴とする。
【００３５】
　これらの送出制御装置は、前述の本発明に係る筒状入力装置を、番組用キューシートを
表示し、且つ、表示された番組項目に関する詳細情報を確認する命令を入力するために利
用したものであり、操作者が、番組用キューシートを構成する多数の番組項目を、感覚的
に理解しやすい操作によって時間軸に沿ってスクロールして、任意の時刻の番組項目を表
示させ、表示させた番組項目に関する詳細情報を確認することができる。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明に係る筒状表示装置によれば、操作者が、感覚的に理解しやすい操作によって表
示内容をスクロールして、多数の項目を選択的に表示させることができるという効果が得
られる。
【００３７】
　また、本発明に係る筒状入力装置によれば、操作者が、感覚的に理解しやすい操作によ
って多数の項目を選択的に表示させて、選択した項目に対応した情報（選択した項目に対
応した機能を実行させる命令）を入力することができるという効果が得られる。
【００３８】
　また、本発明に係る送出制御装置によれば、操作者が、番組用キューシートを構成する
多数の番組項目を、感覚的に理解しやすい操作によって時間軸に沿ってスクロールして、
任意の時刻の番組項目を表示させることや、さらには、表示させた番組項目に関する詳細
情報を確認することができるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
〔筒状表示装置の第１の実施の形態〕　
〈円筒状表示装置の構成〉
　最初に、本発明に係る筒状表示装置の第１の実施の形態について説明する。図１は、第
１の実施の形態に係る円筒状表示装置の外観構成例を示す図である。また、図２は、この
円筒状表示装置の断面構造を示す図である。
【００４０】
　これらの図に示すように、この円筒状表示装置には、円筒形状をしたディスプレイ（以
下、円筒ディスプレイと呼ぶ）１が設けられている。この円筒ディスプレイ１は、反射型
の液晶表示素子を用いて文字や画像を表示する表示手段であり、円筒の外周面が表示面と
なっている。円筒ディスプレイ１は、外光（あるいは必要に応じてこの円筒状表示装置の
近くに配置される放電ランプ）からの光を変調及び反射することによって表示を行う、
【００４１】
　円筒ディスプレイ１は、円筒形状の基材の外周面に、反射型の液晶表示素子を形成した
ものである。しかし、別の例として、反射型の液晶表示素子を用いた電子ペーパーディス
プレイを円筒形状に曲げたものを円筒ディスプレイ１として利用してもよい。
【００４２】
　円筒ディスプレイ１の大きさは、茶筒から小さなバケツくらいまでの範囲になっている
。しかし、これに限らず、用途に応じて適宜の大きさに決定してよい。
【００４３】
　円筒ディスプレイ１の両端面には、円筒の軸方向上に軸材２及び３が固定して取り付け
られている。これらの軸材２及び３は、パネル板１０とほぼ同じ面高さの位置にあり、パ
ネル板１０に回転可能にして取り付けられている。
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【００４４】
　これにより、円筒ディスプレイ１は、円筒の軸を中心に回転可能なようにしてパネル板
１０に支持されて、表示面の上半分だけがパネル板１０の上側に露出している。（但し、
表示面のうちの露出部分の大きさをこれよりも増加あるいは減少させるために、軸材２及
び３をパネル板１０の面高さよりも幾分高い位置あるいは低い位置に配置してもよい。）
【００４５】
　円筒ディスプレイ１の内側には、液晶表示素子を駆動する液晶ドライバ４と、液晶ドラ
イバ４を介して円筒ディスプレイ１の表示内容を制御するマイクロコンピュータ５と、円
筒ディスプレイ１に表示する複数の項目のデータが記憶される不揮発性のメモリ（以下、
表示データ記憶メモリと呼ぶ）６と、タイマ７と、近距離無線通信用のアンテナユニット
８とを搭載した回路基板９が設けられている。
【００４６】
　この回路基板９には、軸材２及び３を介してパネル板１０側から電源が供給される（但
し、別の例として、電磁誘導により非接触で電源を供給してもよい）。
【００４７】
　軸材２には、軸材２の回転角度（したがって円筒ディスプレイ１の回転角度）を検出す
るためのロータリーエンコーダ１１が、歯車を介して取り付けられている。また、軸材３
には、軸材３を回転させる（したがって円筒ディスプレイ１を軸を中心に回転させる）た
めのアクチュエーター１２が、歯車を介して取り付けられている。
【００４８】
　パネル板１０の上には、位置同期操作釦１３が配置されている。パネル板１０の下側に
は、マイクロコンピュータ１４と、近距離無線通信用のアンテナユニット１５とを搭載し
た回路基板１６が設けられている。
【００４９】
　ロータリーエンコーダ１１の検出結果や、位置同期操作釦１３の操作状態を示す信号は
、マイクロコンピュータ１４に送られる。マイクロコンピュータ１４は、これらの信号を
、アンテナユニット１５及び８を介して円筒ディスプレイ側のマイクロコンピュータ５に
転送する。
【００５０】
　円筒ディスプレイ１の表示面は、円周方向上で互いに等しい角度範囲を有する複数の区
画に区分されている。図３は、表示面の区画の例を２通り示す図であり、円筒ディスプレ
イ１を軸材３の側から見た際の区画を示している。
【００５１】
　図３（ａ）の例では、円周方向上の角度範囲が９０度ずつの４つの区画Ｓ１～Ｓ４に区
分している。図３（ｂ）の例では、円周方向上の角度範囲が３０度ずつの１２個の区画Ｓ
１～Ｓ１２に区分している。
【００５２】
　これらの区画は、それぞれ１つずつの液晶表示素子を配置したもの（隣り合う液晶表示
素子の物理的な継ぎ目によって区分されているもの）であってもよいし、あるいは同じ液
晶表示素子を管理上複数のセグメントに区分したものであってもよい。
【００５３】
　図４は、円筒ディスプレイ１の回転方向及び円周方向上の位置の定義を示す図である。
円筒ディスプレイ１の回転方向は、軸材３の側から見て時計回りの方向が正方向（逆の方
向が負方向）とされている。
【００５４】
　また、表示面の円周方向上の位置は、パネル板１０に対して垂直上側の位置（以下、単
に真上の位置と呼ぶ）が角度０度の位置とされ、回転正方向に沿って角度が増加して、パ
ネル板１０に対して垂直下側の位置（以下、単に真下の位置と呼ぶ）が角度１８０度の位
置とされている。
【００５５】
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　図５は、表示データ記憶メモリ６に記憶されているデータを例示する図である。時刻10
:20:00（10時20分00秒）と対応した文字列“Clip1 Start”、時刻10:20:30（10時20分30
秒）と対応した文字列“Cam1”、時刻10:21:00（10時21分00秒）と対応した文字列“Cam1
”、…というように、３０秒置きの時刻と対応することによって時間的な前後関係を有す
る複数の項目（文字列）のデータが記憶されている。
【００５６】
　図６は、この円筒状表示装置を構成している回路の接続関係を示すブロック図である。
マイクロコンピュータ５に、液晶ドライバ４，表示データ記憶メモリ６，タイマ７及びア
ンテナユニット８が接続されている。マイクロコンピュータ１４に、ロータリーエンコー
ダ１１，アクチュエーター１２，位置同期操作釦１３及びアンテナユニット１５が接続さ
れている。マイクロコンピュータ５とマイクロコンピュータ１４とは、アンテナユニット
８及び１５を介して通信を行う。
【００５７】
〈表示制御の第１の例〉
　次に、この円筒状表示装置におけるマイクロコンピュータ５の表示制御処理として、「
第１の例」と「第２の例」との２通りの例を説明する。最初に、円筒ディスプレイ１の表
示面を図３（ａ）のように４つの区画Ｓ１～Ｓ４に区分したことを前提として、「第１の
例」を説明する。
【００５８】
　「第１の例」では、図５に示した表示データ記憶メモリ６内のデータを、Ｄ（ｉ）（ｉ
＝０，１，２，…Ｍ－１、但しＭは１２の倍数）という１２の倍数個の項目のデータとし
て管理する。尚、表示データ記憶メモリ６内のデータの個数を１２で割り算した場合に余
りが存在する場合は、（１２－余り）個分の空データを追加する。
【００５９】
　そして、図３（ａ）のような円筒ディスプレイ１の４つの区画Ｓ１～Ｓ４に、それぞれ
３項目ずつのデータを円周方向に並べて表示する。
【００６０】
　マイクロコンピュータ５は、円筒ディスプレイ１の各区画Ｓｎ（Ｓ１～Ｓ４）に対応し
て、当該区画Ｓｎに表示する項目を管理する表示管理データＣｎ（Ｃ１～Ｃ４）を、マイ
クロコンピュータ５内のメモリに保持する。この表示管理データＣｎは、区画Ｓｎに現在
表示されている３つの項目のうち、最も時間的な順序が早い項目を示すためのものである
。
【００６１】
　表示管理データＣｎには、特殊値として、－１，－２という２通りの負の値を定義する
。Ｃｎ＝－１は、区画Ｓｎが、最初の項目Ｄ（０）が表示される区画よりも前方（図４の
負方向側）に位置していることを意味するものである。Ｃｎ＝－２は、区画Ｓｎが、最後
の項目Ｄ（Ｍ－１）が表示される区画よりも後方（図４の正方向側）に位置していること
を意味するものである。
【００６２】
　マイクロコンピュータ５は、初期化処理として、区画Ｓ１にデータＤ（０），Ｄ（１）
及びＤ（２）を表示させ、区画Ｓ２にデータＤ（３），Ｄ（４）及びＤ（５）を表示させ
、区画Ｓ３にデータＤ（６），Ｄ（７）及びＤ（８）を表示させ、区画Ｓ４にデータＤ（
９），Ｄ（１０）及びＤ（１１）を表示させる。また、表示管理データＣｎの値を、Ｃ１
＝０、Ｃ２＝３、Ｃ３＝６、Ｃ４＝９にセットする。
【００６３】
　また、マイクロコンピュータ５は、この初期化処理の際に、アンテナユニット８及び１
５を介してパネル板１０側のマイクロコンピュータ１４にコマンドを送ることにより、マ
イクロコンピュータ１４にアクチュエーター１２を制御させて、区画Ｓ１と区画Ｓ４との
境界が真下の位置（図４に示した角度１８０度の位置）となるように円筒ディスプレイ１
を回転させる。これにより、データＤ（０）とデータＤ（１１）という時間の順に従って
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いないデータが隣り合って表示される部分である区画Ｓ１と区画Ｓ４との境界が操作者に
見えてしまうことがなくなる。
【００６４】
　円筒ディスプレイ１に一度に表示される項目の数は１２個なので、それよりも多い項目
（例えば３６個の項目）を表示するためには、表示内容をスクロールする必要がある。そ
こで、マイクロコンピュータ１４は、円筒ディスプレイ１の表示面の下半分（パネル板１
０の下側に隠れていて操作者に見えない部分）に位置する区画に表示される項目を更新す
ることにより、表示全体としての見かけ上のスクロールを行う。マイクロコンピュータ５
は、このスクロールのために、図７～図９に示すような処理を実行する。
【００６５】
　図７，図８は、この初期化処理の後、円筒ディスプレイ１が手動で回転されることに基
づいてマイクロコンピュータ５が実行する処理を示すフローチャートである。このうち、
図７は、円筒ディスプレイ１が正方向（図４）に回転された際の処理であり、図８は、円
筒ディスプレイ１が負方向に回転された際の処理である。
【００６６】
　円筒ディスプレイ１が手動で正方向に回転された場合には、その回転角度がロータリー
エンコーダ１１（図２，図６）で検出されるので、前述のように、その検出結果を示す信
号が、パネル板側のマイクロコンピュータ１４（図２，図６）からマイクロコンピュータ
５に転送される。図７に示すように、マイクロコンピュータ５は、このようにして正方向
の回転角度の検出結果を受信する（ステップＳ１）と、この検出結果を用いて、各区画Ｓ
１～Ｓ４の現在の位置（図４に示した円周方向上の位置）を算出する（ステップＳ２）。
【００６７】
　続いて、その算出結果から、区画Ｓ１～Ｓ４のうちのいずれかの区画Ｓｎの円周方向上
の中心が、角度１８０度の位置（図４に示したように真下の位置）を通過したか判断する
（この判断は、直前の区画Ｓ１～Ｓ４の位置をメモリに記憶しておき、記憶している位置
と現在の位置とを比較することによって行う）（ステップＳ３）。
【００６８】
　ノーであれば、そのまま処理を終了する。他方、イエスであれば、その区画Ｓｎに対応
する表示管理データＣｎの値が０以上であるか（すなわち前述の特殊値でないか）判断す
る（ステップＳ４）。
【００６９】
　０以上であれば、そのＣｎの値に１２を加算する（すなわち、そのＣｎの値を、一周分
先の項目に対応する値に更新する）（ステップＳ５）。そして、そのＣｎの値がＭ以上で
あるか判断する（ステップＳ６）。
【００７０】
　Ｍ以上である場合は、項目の数Ｍに対して円筒ディスプレイ１が正方向に回転し過ぎて
いるので、そのＣｎの値を前述の特殊値である－２にセットし（ステップＳ７）、その区
画Ｓｎに表示されている項目を消去させて（ステップＳ８）、処理を終了する。
【００７１】
　ステップＳ６においてＭ以上でなかった場合は、その区画Ｓｎに表示する３つの項目を
Ｄ（Ｃｎ），Ｄ（Ｃｎ＋１）及びＤ（Ｃｎ＋２）に更新させる（ステップＳ９）。そして
処理を終了する。
【００７２】
　ステップＳ４においてそのＣｎの値が特殊値であった場合は、そのＣｎの値が－１であ
るか判断する（ステップＳ１０）。－１であった場合は、その区画Ｓｎは最初の項目Ｄ（
０）が表示される区画よりも前方に位置しているので、そのＣｎの値を（ｎ－１）×３に
セットする（ステップＳ１１）。
【００７３】
　このステップＳ１１により、そのＣｎの値は前述の初期化処理による値（Ｃ１であれば
０、Ｃ２であれば３、Ｃ３であれば６、Ｃ４であれば９）と同じになる。その後、その区
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画Ｓｎに表示する３つの項目をデータＤ（Ｃｎ），Ｄ（Ｃｎ＋１）及びＤ（Ｃｎ＋２）に
更新させて（ステップＳ９）、処理を終了する。
【００７４】
　ステップＳ１０において－１でなかった場合（－２であった場合）は、その区画Ｓｎは
最後の項目Ｄ（Ｍ－１）が表示される区画よりも後方に位置しているので、そのまま処理
を終了する。
【００７５】
　円筒ディスプレイ１が手動で負方向に回転された場合にも、その回転角度がロータリー
エンコーダ１１で検出されるので、その検出結果を示す信号が、パネル板側のマイクロコ
ンピュータ１４からマイクロコンピュータ５に転送される。図８に示すように、マイクロ
コンピュータ５は、このようにして負方向の回転角度の検出結果を受信する（ステップＳ
２１）と、この検出結果を用いて、各区画Ｓ１～Ｓ４の現在の位置を算出する（ステップ
Ｓ２２）。
【００７６】
　続いて、その算出結果から、区画Ｓ１～Ｓ４のうちのいずれかの区画Ｓｎの円周方向上
の中心が、角度１８０度の位置（真下の位置）を通過したか判断する（ステップＳ２３）
。
【００７７】
　ノーであれば、そのまま処理を終了する。他方、イエスであれば、その区画Ｓｎに対応
する表示管理データＣｎの値が０以上であるか（特殊値でないか）判断する（ステップＳ
２４）。
【００７８】
　０以上であれば、そのＣｎの値から１２を減算する（ステップＳ２５）。そして、その
Ｃｎの値が０未満であるか判断する（ステップＳ２６）。
【００７９】
　０未満である場合は、項目の数Ｍに対して円筒ディスプレイ１が負方向に回転し過ぎて
いるので、そのＣｎの値を特殊値である－１にセットし（ステップＳ２７）、その区画Ｓ
ｎに表示されている項目を消去させて（ステップＳ２８）、処理を終了する。
【００８０】
　ステップＳ２６において０未満でなかった場合は、その区画Ｓｎに表示する３つの項目
をＤ（Ｃｎ），Ｄ（Ｃｎ＋１）及びＤ（Ｃｎ＋２）に更新させる（ステップＳ２９）。そ
して処理を終了する。
【００８１】
　ステップＳ２４においてそのＣｎの値が特殊値であった場合は、そのＣｎの値が－２で
あるか判断する（ステップＳ３０）。－２であった場合は、その区画Ｓｎは最後の項目Ｄ
（Ｍ－１）が表示される区画よりも後方に位置しているので、そのＣｎの値をＭ＋３×（
ｎ－５）にセットする（ステップＳ３１）。
【００８２】
　例えばＭ＝３６の場合、このステップＳ３１により、Ｃ１であれば２４、Ｃ２であれば
２７、Ｃ３であれば３０、Ｃ４であれば３３になる。その後、その区画Ｓｎに表示する３
つの項目をデータＤ（Ｃｎ），Ｄ（Ｃｎ＋１）及びＤ（Ｃｎ＋２）に更新させて（ステッ
プＳ２９）、処理を終了する。
【００８３】
　ステップＳ３０において－２でなかった場合（－１であった場合）は、その区画Ｓｎは
最初の項目Ｄ（０）が表示される区画よりも前方に位置しているので、そのまま処理を終
了する。
【００８４】
　この図７及び図８の処理により、操作者が円筒ディスプレイ１の表示面を回転させるこ
とに応じて表示内容がスクロールして、多数（円筒ディスプレイ１に一度に表示される項
目よりも多い数）の項目が表示される。
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【００８５】
　このように、表示内容をスクロールする際の操作対象が円筒ディスプレイ１そのもので
あり、且つ、操作量（回転角度）と表示面上での表示内容の移動量（回転角度）とが一致
するので、表示内容をスクロールする操作が直感的に把握しやすい。
【００８６】
　これにより、操作者が、感覚的に理解しやすい操作によって表示内容をスクロールして
、多数の項目を選択的に表示させる（図５に示したように時刻と対応した多数の項目の中
から特定の時刻を選択して表示させる）ことができる。
【００８７】
　また、項目の数に対して円筒ディスプレイ１を回転させ過ぎた場合には、不正な表示が
行われることなく、表示が尽きるようになっている（図７のステップＳ８、図８のステッ
プＳ２８）。
【００８８】
　また、角度１８０度の位置（パネル板１０の下側に隠れていて操作者に見えない位置）
を通過した区画に表示される項目を更新することによってスクロールが行われるので、操
作者は、常に時間の順に並んで表示されている項目を見ることができる。
【００８９】
　尚、項目の数に対して円筒ディスプレイ１を回転させ過ぎた場合に、図７のステップＳ
８や図８のステップＳ２８で、単に表示を消去する代わりに、回転させ過ぎたことを操作
者に分かりやすく伝えるための表示（例えば「データより前」とか「回しすぎ」といった
文字列の表示）を行わせるようにしてもよい。
【００９０】
　図９は、初期化処理の後、時間の進行に伴ってマイクロコンピュータ５が実行する処理
を示すフローチャートである。この処理は、図５に示した各項目間の時間間隔である３０
秒を単位時間として、この単位時間が経過する毎に実行されるものであり、タイマ７（図
２，図６）から単位時間が経過したことを示す通知を受信する（ステップＳ４１）と、角
度０度の位置（図４に示したように真上の位置）に現在表示されている項目が、直前の現
在時刻（すなわち単位時間前の時刻）ｔ－１に対応する項目であるか判断する（ステップ
Ｓ４２）。
【００９１】
　具体的には、このステップＳ４２では、区画Ｓ１～Ｓ４のうち角度０度の位置にある区
画をＳｊとし、その区画Ｓｊに表示されている３つの項目のうち角度０度の位置に表示さ
れている項目の時間的な順番をｈ（ｈは１～３のいずれか）として、Ｄ（Ｃｊ＋ｈ－１）
が、時刻ｔ－１に対応する項目であるかを判断する。
【００９２】
　ステップＳ４２でイエスであった場合は、アンテナユニット８及び１５を介してパネル
板１０側のマイクロコンピュータ１４にコマンドを送ることにより、マイクロコンピュー
タ１４にアクチュエーター１２を制御させて、円筒ディスプレイ１を正方向に３０度回転
（１／１２回転）させる（ステップＳ４３）。そして処理を終了する。他方、ステップＳ
４２でノーであった場合は、そのまま処理を終了する。
【００９３】
　この図９の処理により、或る時刻にその時刻に対応する項目が角度０度の位置（円筒デ
ィスプレイ１の真上の位置）に表示された以降、時刻の進行に伴い、常に現在の時刻に対
応する項目が角度０度の位置に表示されるように（すなわち角度０度の位置における表示
が現在の時刻と同期するように）、円筒ディスプレイ１が自動的に回転して表示がスクロ
ールされる。
【００９４】
　これにより、操作者は、円筒ディスプレイ１を手動で回転させない場合でも、円筒ディ
スプレイ１の真上の位置に表示される項目を見るだけで、現在の時刻に対応する項目を確
認することができる。
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【００９５】
〈表示制御の第２の例〉
　次に、この円筒状表示装置におけるマイクロコンピュータ５の表示制御の「第２の例」
を説明する。「第２の例」では、円筒ディスプレイ１の表示面の各区画に１つずつの項目
を表示する。例えば円筒ディスプレイ１の表示面を図３（ｂ）のように１２個の区画Ｓ１
～Ｓ１２に区分した場合には、各区画Ｓ１～Ｓ１２に１つずつの項目を表示することにな
る。以下では、円筒ディスプレイ１の表示面がＫ個の区画Ｓ１～ＳＫに区分されているも
のとして一般化して説明を行う。
【００９６】
　「第２の例」では、図５に示したような表示データ記憶メモリ６内のデータを、Ｄ（０
），Ｄ（１），Ｄ（２），…Ｄ（Ｍ－１）、（但しＭはＫの倍数）というＫの倍数個の項
目のデータとして管理する。尚、表示データ記憶メモリ６内のデータの個数を１２で割り
算した場合に余りが存在する場合は、（１２－余り）個分の空データを追加する。
【００９７】
　また、区画Ｓｎに表示する項目のデータの添え字（Ｄに続く括弧内の数値）をＣｎとし
て、この添え字Ｃｎをマイクロコンピュータ５内のメモリに保持する。１≦ｎ≦Ｋであり
、０≦Ｃｎ≦Ｍ－１である。
【００９８】
　添え字Ｃｎには、特殊値として、－１，－２という２通りの負の値を定義する。Ｃｎ＝
－１は、区画Ｓｎが、最初の項目Ｄ（０）が表示される区画よりも前方（図４の負方向側
）に位置していることを意味するものである。Ｃｎ＝－２は、区画Ｓｎが、最後の項目Ｄ
（Ｍ－１）が表示される区画よりも後方（図４の正方向側）に位置していることを意味す
るものである。
【００９９】
　また、スクロールのオフセット変数ｄを、マイクロコンピュータ５内のメモリに保持す
る。ｄは、０≦ｄ≦（Ｋ－１）の範囲の値である。
【０１００】
　ｄが０である場合、区画Ｓ１に表示する項目のデータの添え字であるＣ１の値は、０，
Ｋ，２×Ｋ，…Ｍ－Ｋのいずれかとなる。また、Ｃ２，Ｃ３，…の値は、Ｃ１の値にそれ
ぞれ１，２，…を加算した値となる。
【０１０１】
　ｄが０でない場合、Ｃ１の値はｄ，Ｋ＋ｄ，２×Ｋ＋ｄ，…Ｍ－Ｋ＋ｄのいずれかとな
る。また、Ｃ２，Ｃ３，…の値は、Ｃ１の値にそれぞれ１，２，…を加算した値となる。
【０１０２】
　逆に、Ｃ１の値からｄを算出することも可能であり、ｄ＝（Ｃ１）ｍｏｄ（Ｋ）である
。Ｋが１２の場合には、ｄ＝（Ｃ１）ｍｏｄ（１２）となる。
【０１０３】
　初期状態では、項目Ｄ（０）～Ｄ（Ｍ－１）のうち現在の時刻に対応する項目を、区画
Ｓ１～ＳＫのうち角度０度の位置（図４に示した真上の位置）にある区画に表示する。ま
た、現在の時刻が最初の項目Ｄ（０）に対応する時刻よりもまだ前であれば、項目Ｄ（０
）を、角度０度の位置にある区画に表示する。そのために、マイクロコンピュータ５は、
次の（１），（２）のような初期化処理を行う。
【０１０４】
（１）現在時刻に対応する項目が存在するとき
　角度０度の位置にある区画をＳｕとし、現在時刻に対応する項目をＤ（ｃ）として、区
画Ｓｕに項目Ｄ（ｃ）を表示するために、区画Ｓｕに表示する項目のデータの添え字であ
るＣｕの値を、Ｃｕ＝ｃにセットする。
【０１０５】
　区画Ｓｕよりも１つ後方（図４の正方向側）に位置する区画Ｓ（ｕ＋１）から、真下の
位置（図４に示した角度１８０度の位置）にある区画Ｓ（ｕ＋Ｋ／２）までの各区画Ｓ（
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ｕ＋１），Ｓ（ｕ＋２），…Ｓ（ｕ＋Ｋ／２）に表示する項目のデータの添え字であるＣ
（ｕ＋１），Ｃ（ｕ＋２），…Ｃ（ｕ＋Ｋ／２）の値は、Ｃ（ｕ＋１）＝ｃ＋１，Ｃ（ｕ
＋２）＝ｃ＋２，…Ｃ（ｕ＋Ｋ／２）＝ｃ＋（Ｋ／２）というようにＣｕよりも１ずつ大
きくなる値をセットする。
【０１０６】
　但し、区画ＳＫよりも１つ後方に位置する区画はＳ（Ｋ＋１）ではなくＳ１なので、区
画の番号（ｕ＋１），（ｕ＋２），…（ｕ＋Ｋ／２）のうちＫを超える値はＫで割った余
りとするように、Ｋを法としたモジュロ計算を行う。
【０１０７】
　また、Ｃｎの値はＭ－１が最大であるので、Ｃ（ｕ＋１），Ｃ（ｕ＋２），…Ｃ（ｕ＋
Ｋ／２）のうち値がＭ－１を超えるものについては、前述の特殊値である－２をセットす
る。
【０１０８】
　一方、区画Ｓｕよりも１つ手前（図４の負方向側）に位置する区画Ｓ（ｕ－１）から、
真下の位置の１つ手前に位置する区画Ｓ（ｕ＋１－（Ｋ／２））までの各区画Ｓ（ｕ－１
），Ｓ（ｕ－２），…Ｓ（ｕ＋１－（Ｋ／２））に表示する項目のデータの添え字である
Ｃ（ｕ－１），Ｃ（ｕ－２），…Ｃ（ｕ＋１－（Ｋ／２））の値は、Ｃ（ｕ－１）＝ｃ－
１，Ｃ（ｕ－２）＝ｃ－２，…Ｃ（ｕ＋１－（Ｋ／２））＝ｃ－（（Ｋ／２）－１）とい
うようにＣｕよりも１ずつ小さくなる値をセットする。
【０１０９】
　但し、区画Ｓ１よりも１つ手前に位置する区画はＳ０ではなくＳＫなので、区画の番号
（ｕ－１），（ｕ－２），…（ｕ＋１－（Ｋ／２））のうち０以下になる値は、Ｋを加算
した値とする。
【０１１０】
　また、Ｃｎの値は０が最小であるので、Ｃ（ｕ－１），Ｃ（ｕ－２），…Ｃ（ｕ＋１－
（Ｋ／２））のうち値がマイナスになるものについては、前述の特殊値である－１をセッ
トする。
【０１１１】
　　そして、このようにしてセットした各区画Ｓｎについての添え字Ｃｎの値に従って各
区画Ｓｎに項目Ｄ（Ｃｎ）を表示させて、初期化処理を完了する。
【０１１２】
　Ｃｕ＝ｃであることから、この初期化処理により、スクロールのオフセット変数ｄは、
初期値がｄ＝（Ｃ１）ｍｏｄ（Ｋ）＝（１－ｕ＋ｃ）ｍｏｄ（Ｋ）となる。例えば、区画
Ｓ３が角度０度の位置にあり、現在時刻に対応する項目がＤ（５）である場合は、ｕ＝３
、ｃ＝５なので、ｄ＝（１－３＋５）ｍｏｄ（Ｋ）＝３となる。
【０１１３】
（２）現在の時刻が最初の項目Ｄ（０）に対応する時刻よりも前であるとき
　角度０度の位置にある区画をＳｕとして、区画Ｓｕに項目Ｄ（０）を表示するために、
区画Ｓｕに表示する項目のデータの添え字であるＣｕの値を、Ｃｕ＝０にセットする。
【０１１４】
　区画Ｓｕよりも１つ後方（図４の正方向側）に位置する区画Ｓ（ｕ＋１）から、真下の
位置（図４に示した角度１８０度の位置）にある区画Ｓ（ｕ＋Ｋ／２）までの各区画Ｓ（
ｕ＋１），Ｓ（ｕ＋２），…Ｓ（ｕ＋Ｋ／２）に表示する項目のデータの添え字であるＣ
（ｕ＋１），Ｃ（ｕ＋２），…Ｃ（ｕ＋Ｋ／２）の値は、Ｃ（ｕ＋１）＝１，Ｃ（ｕ＋２
）＝２，…Ｃ（ｕ＋Ｋ／２）＝（Ｋ／２）というようにＣｕよりも１ずつ大きくなる値を
セットする。
【０１１５】
　但し、区画ＳＫよりも１つ後方に位置する区画はＳ（Ｋ＋１）ではなくＳ１なので、区
画の番号（ｕ＋１），（ｕ＋２），…（ｕ＋Ｋ／２）のうちＫを超える値はＫで割った余
りとするように、Ｋを法としたモジュロ計算を行う。
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【０１１６】
　一方、角度０度の位置にある区画に項目Ｄ（０）を表示する場合、項目Ｄ（０）よりも
早い時刻に対応する項目のデータは存在しないので、角度０度の位置よりも手前（図４の
負方向側）の位置にある区画には何も表示しないことが望ましい。
【０１１７】
そこで、区画Ｓｕよりも１つ手前（図４の負方向側）に位置する区画Ｓ（ｕ－１）から、
真下の位置の１つ手前に位置する区画Ｓ（ｕ＋１－（Ｋ／２））までの各区画Ｓ（ｕ－１
），Ｓ（ｕ－２），…Ｓ（ｕ＋１－（Ｋ／２））に表示する項目のデータの添え字である
Ｃ（ｕ－１），Ｃ（ｕ－２），…Ｃ（ｕ＋１－（Ｋ／２））の値は、全て前述の特殊値で
ある－１にセットする。
【０１１８】
　そして、このようにしてセットした各区画Ｓｎについての添え字Ｃｎの値に従って各区
画Ｓｎに項目Ｄ（Ｃｎ）を表示させ（但し、添え字Ｃｎの値が－１である区画Ｓｎには何
も表示させない）、初期化処理を完了する。
【０１１９】
　Ｃｕ＝０であることから、この初期化処理により、スクロールのオフセット変数ｄは、
初期値がｄ＝（Ｃ１）ｍｏｄ（Ｋ）＝（１－ｕ）ｍｏｄ（Ｋ）となる。例えば、区画Ｓ３
が角度０度の位置にある場合は、ｕ＝３なので、ｄ＝（１－３）ｍｏｄ（Ｋ）＝１０とな
る。
【０１２０】
　図１０，図１１は、この初期化処理の後、円筒ディスプレイ１が手動で回転されること
に基づいてマイクロコンピュータ５が実行する処理を示すフローチャートである。このう
ち、図１０は、円筒ディスプレイ１が正方向（図４）に回転された際の処理であり、図１
１は、円筒ディスプレイ１が負方向に回転された際の処理である。
【０１２１】
　図１０に示すように、マイクロコンピュータ５は、正方向の回転角度の検出結果をパネ
ル板側のマイクロコンピュータ１４（図２，図６）から受信する（ステップＳ５１）と、
この検出結果を用いて、各区画Ｓ１～ＳＫの現在の位置（図４に示した円周方向上の位置
）を算出する（ステップＳ５２）。
【０１２２】
　続いて、その算出結果から、区画Ｓ１～ＳＫのうちのいずれかの区画Ｓｎの円周方向上
の中心が、角度１８０度の位置（図４に示したように真下の位置）を通過したか判断する
（ステップＳ５３）。
【０１２３】
　ノーであれば、そのまま処理を終了する。他方、イエスであれば、その区画Ｓｎに対応
する添え字Ｃｎの値が０以上であるか（すなわち前述の特殊値でないか）判断する（ステ
ップＳ５４）。
【０１２４】
　０以上であれば、そのＣｎの値にＫを加算する（すなわち、そのＣｎの値を、一周分先
の項目に対応する値に更新する）（ステップＳ５５）。そして、そのＣｎの値がＭ以上で
あるか判断する（ステップＳ５６）。
【０１２５】
　Ｍ以上である場合は、項目の数Ｍに対して円筒ディスプレイ１が正方向に回転し過ぎて
いるので、そのＣｎの値を前述の特殊値である－２にセットし（ステップＳ５７）、その
区画Ｓｎに表示されている項目を消去させて（ステップＳ５８）、処理を終了する。
【０１２６】
　ステップＳ５６においてＭ以上でなかった場合は、その区画Ｓｎに表示する項目をＤ（
Ｃｎ）に更新させる（ステップＳ５９）。そして処理を終了する。
【０１２７】
　ステップＳ５４においてそのＣｎの値が特殊値であった場合は、そのＣｎの値が－１で
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あるか判断する（ステップＳ６０）。－１であった場合は、その区画Ｓｎは最初の項目Ｄ
（０）が表示される区画よりも前方に位置しているので、そのＣｎの値を（ｎ－１）＋ｄ
にセットする（ステップＳ６１）。
【０１２８】
　このステップＳ６１により、そのＣｎの値は前述の初期化処理による値（Ｃ１であれば
ｄ、Ｃ２であればｄ＋１、…）と同じになる。その後、その区画Ｓｎに表示する項目をＤ
（Ｃｎ）に更新させて（ステップＳ５９）、処理を終了する。
【０１２９】
　ステップＳ６０において－１でなかった場合（－２であった場合）は、その区画Ｓｎは
最後の項目Ｄ（Ｍ－１）が表示される区画よりも後方に位置しているので、そのまま処理
を終了する。
【０１３０】
　図１１に示すように、マイクロコンピュータ５は、負方向の回転角度の検出結果をパネ
ル板側のマイクロコンピュータ１４から受信する（ステップＳ７１）と、この検出結果を
用いて、各区画Ｓ１～ＳＫの現在の位置を算出する（ステップＳ７２）。
【０１３１】
　続いて、その算出結果から、区画Ｓ１～ＳＫのうちのいずれかの区画Ｓｎの円周方向上
の中心が、角度１８０度の位置（真下の位置）を通過したか判断する（ステップＳ７３）
。
【０１３２】
　ノーであれば、そのまま処理を終了する。他方、イエスであれば、その区画Ｓｎに対応
する表示管理データＣｎの値が０以上であるか（特殊値でないか）判断する（ステップＳ
７４）。
【０１３３】
　０以上であれば、そのＣｎの値からＫを減算する（ステップＳ７５）。そして、そのＣ
ｎの値が０未満であるか判断する（ステップＳ７６）。
【０１３４】
　０未満である場合は、項目の数Ｍに対して円筒ディスプレイ１が負方向に回転し過ぎて
いるので、そのＣｎの値を特殊値である－１にセットし（ステップＳ７７）、その区画Ｓ
ｎに表示されている項目を消去させて（ステップＳ７８）、処理を終了する。
【０１３５】
　ステップＳ７６において０未満でなかった場合は、その区画Ｓｎに表示する項目をＤ（
Ｃｎ）に更新させる（ステップＳ７９）。そして処理を終了する。
【０１３６】
　ステップＳ７４においてそのＣｎの値が特殊値であった場合は、そのＣｎの値が－２で
あるか判断する（ステップＳ８０）。－２であった場合は、その区画Ｓｎは最後の項目Ｄ
（Ｍ－１）が表示される区画よりも後方に位置しているので、そのＣｎの値をＭ－Ｋ－１
＋（（ｎ＋ｄ）ｍｏｄ（Ｋ））にセットする（ステップＳ８１）。
【０１３７】
　例えばＭ＝３６、Ｋ＝１２、ｄ＝０の場合、このステップＳ８１により、Ｃ１であれば
２４、Ｃ２であれば２５になる。その後、その区画Ｓｎに表示する項目をＤ（Ｃｎ）に更
新させて（ステップＳ７９）、処理を終了する。
【０１３８】
　ステップＳ８０において－２でなかった場合（－１であった場合）は、その区画Ｓｎは
最初の項目Ｄ（０）が表示される区画よりも前方に位置しているので、そのまま処理を終
了する。
【０１３９】
　この図１０及び図１１の処理によっても、前述の「第１の例」における図７及び図８の
処理と全く同様に、操作者が、円筒ディスプレイ１の表示面を回転させるという感覚的に
理解しやすい操作によって表示内容をスクロールして、多数の項目を選択的に表示させる
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（図５に示したように時刻と対応した多数の項目の中から特定の時刻を選択して表示させ
る）ことができる。
【０１４０】
　図１２は、初期化処理の後、時間の進行に伴ってマイクロコンピュータ５が実行する処
理を示すフローチャートである。この処理は、図５に示した各項目間の時間間隔である３
０秒を単位時間として、この単位時間が経過する毎に実行されるものであり、タイマ７（
図２，図６）から単位時間が経過したことを示す通知を受信する（ステップＳ９１）と、
角度０度の位置（図４に示したように真上の位置）に現在表示されている項目が、直前の
現在時刻（すなわち単位時間前の時刻）ｔ－１に対応する項目であるか判断する（ステッ
プＳ９２）。
【０１４１】
　具体的には、このステップＳ９２では、区画Ｓ１～ＳＫのうち角度０度の位置にある区
画をＳｊとし、その区画Ｓｊに表示されている項目Ｄ（Ｃｊ）が、時刻ｔ－１に対応する
項目であるかを判断する。
【０１４２】
　ステップＳ９２でノーであった場合は、そのまま処理を終了する。他方、ステップＳ９
２でイエスであった場合は、表示内容を一項目分スクロールするために、ステップＳ９３
以下のループ処理を、ｎの値を１からＫまで１ずつインクリメントして反復する。
【０１４３】
　このループ処理では、まず、区画Ｓｎに対応する添え字Ｃｎの値が０以上であるか（す
なわち前述の特殊値でないか）判断する（ステップＳ９３）。
【０１４４】
　０以上であれば、Ｃｎの値に１を加算する（すなわち、Ｃｎの値を、一つ先の項目に対
応する値に更新する）（ステップＳ９４）。そして、Ｃｎの値がＭ以上であるか判断する
（ステップＳ９５）。
【０１４５】
　Ｍ以上である場合は、項目の数Ｍに対して正方向にスクロールし過ぎているので、Ｃｎ
の値を前述の特殊値である－２にセットし（ステップＳ９６）、区画Ｓｎに表示されてい
る項目を消去させる（ステップＳ９７）。そして、ｎの値を１つインクリメントして、ス
テップＳ９３に戻る。
【０１４６】
　ステップＳ９５においてＭ以上でなかった場合は、区画Ｓｎに表示する項目をＤ（Ｃｎ
）に更新させる（ステップＳ９８）。そして、ｎの値を１つインクリメントして、ステッ
プＳ９３に戻る。
【０１４７】
　ステップＳ９３においてＣｎの値が特殊値であった場合は、Ｃｎの値が－１であるか判
断する（ステップＳ９９）。
【０１４８】
　－１である場合は、Ｃ（ｎ＋１）（但し、ｎ＋１はＫを法とするモジュロ計算）の値が
０以上であるか判断する（ステップＳ１００）。
【０１４９】
　０以上であった場合は、区画Ｓｎが今回項目Ｄ（０）を表示すべき区画であるので、Ｃ
ｎの値を０にセットする（ステップＳ１０１）。その後、区画Ｓｎに表示する項目をＤ（
Ｃｎ）（すなわち最初の項目Ｄ（０））に更新させる（ステップＳ９８）。そして、ｎの
値を１つインクリメントして、ステップＳ９３に戻る。
【０１５０】
　ステップＳ９９において－１でなかった場合（－２であった場合）は、区画Ｓｎは最後
の項目Ｄ（Ｍ－１）が表示される区画よりも後方に位置しているので、ｎの値を１つイン
クリメントして、ステップＳ９３に戻る。
【０１５１】
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　ステップＳ１００において０以上でなかった場合（－１であった場合）は、区画Ｓｎは
今回も最初の項目Ｄ（０）を表示すべき区画よりも前方に位置しているので、ｎの値を１
つインクリメントして、ステップＳ９３に戻る。
【０１５２】
　このループ処理をｎ＝１からｎ＝Ｋまで完了すると、表示内容を正方向に一項目分スク
ロールしたので、スクロールのオフセット変数ｄの値をｄ＝ｄ＋１にセット（但し、ｄ＋
１はＫを法とするモジュロ計算）して（ステップＳ１０２）、処理を終了する。
【０１５３】
　この図１２の処理により、或る時刻にその時刻に対応する項目が角度０度の位置（円筒
ディスプレイ１の真上の位置）に表示された以降、時刻の進行に伴い、常に現在の時刻に
対応する項目が角度０度の位置に表示されるように（すなわち角度０度の位置における表
示が現在の時刻と同期するように）、表示内容が自動的にスクロール（円筒ディスプレイ
１自体は物理的に回転することなくスクロール）される。
【０１５４】
　これにより、操作者は、前述の「第１の例」における図９の処理の場合と同様に、円筒
ディスプレイ１を手動で回転させない場合でも、円筒ディスプレイ１の真上の位置に表示
される項目を見るだけで、現在の時刻に対応する項目を確認することができる。
【０１５５】
　図１３は、初期化処理の後、位置同期操作釦１３（図１，図２，図６）が操作されたこ
とに基づいてマイクロコンピュータ５が実行する処理を示すフローチャートである。
【０１５６】
　マイクロコンピュータ５は、位置同期操作釦１３が操作されたことを示す信号をパネル
板側のマイクロコンピュータ１４（図２，図６）から受信する（ステップＳ１１１）と、
区画Ｓ１～ＳＫのうち角度０度の位置にある区画に、現在の時刻に対応する項目を表示さ
せるための処理（ステップＳ１１２）を行う。
【０１５７】
　このステップＳ１１２では、区画Ｓ１～ＳＫのうち角度０度の位置にある区画をＳｊと
し、現在の時刻に対応する項目をＤ（ｔ）として、Ｃｊ＝ｔ，Ｃ（ｊ－１）＝ｔ－１，Ｃ
（ｊ＋１）＝ｔ＋１，Ｃ（ｊ－２）＝ｔ－２，Ｃ（ｊ＋２）＝ｔ＋２，…というようにし
て、全ての区画ＳnについてのＣｎの値を決定する。
【０１５８】
　その際、ｊ－１，ｊ＋１，ｊ－２，ｊ＋２，…といったＣの添え字は、Ｋを越えないよ
うに、Ｋを法としたモジュロ計算によって求める。
【０１５９】
　また、表示データはＤ（０）～Ｄ（Ｍ－１）までなので、ｔ－１，ｔ＋１，ｔ－２，ｔ
＋２，…のうち、０未満になった値に対応するＣｎの値は特殊値である－１に決定し、Ｍ
以上になった値に対応するＣｎの値は特殊値である－２に決定する。
【０１６０】
　そして、このようにしてセットした各区画Ｓｎについての添え字Ｃｎの値に従って各区
画Ｓｎに項目Ｄ（Ｃｎ）を表示させる（但し、Ｃｎの値が特殊値である区画Ｓｎには何も
表示させない）。また、Ｃｊ＝ｔなので、スクロールのオフセット変数ｄの値を、ｄ＝（
Ｃ１）ｍｏｄ（Ｋ）＝（１－ｊ＋ｔ）ｍｏｄ（Ｋ）にセットする。そして処理を終了する
。
【０１６１】
　この図１３の処理により、角度０度の位置（円筒ディスプレイ１の真上の位置）にどの
時刻に対応する項目が表示されている場合でも、位置同期操作釦１３を操作するだけで、
現在の時刻に対応する項目が角度０度の位置に表示されるように（すなわち角度０度の位
置における表示が現在の時刻と同期するように）、表示内容が自動的にスクロール（円筒
ディスプレイ１自体は物理的に回転することなくスクロール）される。
【０１６２】
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　これにより、操作者は、円筒ディスプレイ１を手動で回転させることによって真上の位
置に過去あるいは未来の時刻に対応する項目を表示させていた場合でも、瞬時に現在の時
刻に対応する項目を真上の位置に表示させて、現在の時刻に対応する項目を確認すること
ができる。
【０１６３】
　なお、以上の第１の実施の形態において、図７のステップＳ６や図１０のステップＳ５
６でＣｎの値がＭ以上になった場合（すなわち、表示データの項目の数Ｍに対して円筒デ
ィスプレイ１を手動で正方向に回転させ過ぎた場合）や、図８のステップＳ２６や図１１
のステップＳ７６でＣｎの値が０未満になった場合（すなわち、表示データの項目の数Ｍ
に対して円筒ディスプレイ１を手動で負方向に回転させ過ぎた場合）に、回転させ過ぎの
状態にあることを示す情報をマイクロコンピュータ５からマイクロコンピュータ１４に送
り、マイクロコンピュータ１４が、その情報に基づいてアクチュエーター１２を制御して
、円筒ディスプレイ１に逆方向の弱い回転力を与えるようにしてもよい。
【０１６４】
　それにより、操作者は、表示データの項目の数Ｍに対して円筒ディスプレイ１を回転さ
せ過ぎた以降、同じ方向への回転に物理的な抵抗を感じるようになるので、回転させ過ぎ
たことに気付いて、それ以上回転させ続けること（項目が表示されない区画が多数出現す
る状態になること）を回避できるようになる。
【０１６５】
　また、以上の第１の実施の形態において、操作者が円筒ディスプレイ１を手動で回転さ
せて角度０度の位置に任意の項目を表示させた後、操作者が円筒ディスプレイ１から手を
離すと、現在の時刻に対応する項目を表示している区画が自動的に角度０度の位置に復帰
するようにしてもよい。そのためには、図示は省略するが、例えば、図２の軸材３のうち
円筒ディスプレイ１とアクチュエーター１２との間の部分に、円筒ディスプレイ１に外部
から与えられる回転トルクを検出するトルク検出器を取り付け、このトルク検出器の検出
結果に基づいて、パネル側のマイクロコンピュータ１４に、図１４に示すような処理を実
行させればよい。
【０１６６】
　この処理では、トルク検出器から回転トルクの検出結果を示す信号を受信する（ステッ
プＳ１２１）と、現在の回転トルクの値が、予めマイクロコンピュータ１４内のメモリに
格納されている既定値（例えば、円筒ディスプレイ１を手動でごく弱く回転させて回転ト
ルクを検出した際の実測値）よりも小さいか判断する（ステップＳ１２２）。
【０１６７】
　既定値よりも小さくない場合は、まだ操作者が円筒ディスプレイ１を手動で回転させて
いる途中なので、アクチュエーター１２を停止させ（ステップＳ１２３）、ステップＳ１
２１に戻ってステップＳ１２１以下を繰り返す。
【０１６８】
　ステップＳ１２２において既定値よりも小さくなった場合は、操作者が円筒ディスプレ
イ１を回転させ終えたので、ステップＳ１２４に進んで、次のような処理を行う。
【０１６９】
　すなわち、現在角度０度の位置にある区画をＳｊとして、Ｃｊの値が対応する時刻と現
在の時刻ｔとを比較する。そして、{Ｃｊの値が対応する時刻}＞ｔまたはＣｊ＝－２であ
れば、現在の時刻ｔに対応する項目を表示している区画は区画Ｓｊよりも後方（図４の正
方向側）に位置しているので、アクチュエーター１２を制御して、円筒ディスプレイ１を
負方向に一定角度（例えば１項目分の角度である（３６０／Ｍ）度の数分の１の角度）だ
け回転させる。
【０１７０】
　他方、{Ｃｊの値が対応する時刻}＜ｔまたはＣｊ＝－１であれば、現在の時刻ｔに対応
する項目を表示している区画は区画Ｓｊよりも前方（図４の負方向側）に位置しているの
で、アクチュエーター１２を制御して、円筒ディスプレイ１を正方向に前述の一定角度だ



(31) JP 2009-75480 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

け回転させる。
【０１７１】
　このステップＳ１２４を終えると、{Ｃｊの値が対応する時刻}＝ｔになったか（すなわ
ち、現在の時刻ｔに対応する項目を表示している区画が、角度０度の位置に達したか）判
断する（ステップＳ１２５）。
【０１７２】
　ノーであれば、ステップＳ１２１に戻ってステップＳ１２１以下を繰り返す。ステップ
Ｓ１２５でイエスになると、アクチュエーター１２を停止させる（ステップＳ１２６）。
そして処理を終了する（但し、ステップＳ１２６の後、ステップＳ１２１に戻ってステッ
プＳ１２１以下を繰り返してもよい）。
【０１７３】
〔筒状表示装置の第２の実施の形態〕　
　次に、本発明に係る筒状表示装置の第２の実施の形態について説明する。なお、前述の
第１の実施の形態と共通する部分については、第１の実施の形態における記載を援用して
、重複説明を省略する。
【０１７４】
　図１５は、第２の実施の形態に係る円筒状表示装置の外観構成例を示す図である。また
、図１６は、図１５の円筒状表示装置の断面構造を示す図である。また、図１７は、図１
５の円筒状表示装置を構成している回路の接続関係を示すブロック図である。これらの図
において、図１，図２に示した円筒状表示装置と共通する部分には同一符号を付している
。
【０１７５】
　円筒ディスプレイ１が、軸方向をパネル板１０に対して垂直な方向に向けて、パネル板
１０の上に固定して取り付けられている。
【０１７６】
　円筒ディスプレイ１の上側の端面には、軸材２１が、円筒の軸方向上に回転可能にして
取り付けられている。円筒ディスプレイ１の上には、円筒ディスプレイ１とほぼ等しい直
径の円盤状の回転ダイアル２２が、円盤の中心を軸材２１に固定して取り付けられている
。
【０１７７】
　これにより、回転ダイアル２２は、円筒ディスプレイ１の軸を中心に回転可能にして、
円筒ディスプレイ１に隣接して配置されている。回転ダイアル２２の円周面には、操作者
が手動で回転させる際の滑り止めとして細かなギザギザを設けてもよい。
【０１７８】
　円筒ディスプレイ１の内側には、液晶表示素子を駆動する液晶ドライバ４と、液晶ドラ
イバ４を介して円筒ディスプレイ１の表示内容を制御するマイクロコンピュータ５と、円
筒ディスプレイ１に表示する複数の項目のデータを記憶した表示データ記憶メモリ６と、
タイマ７とを搭載した回路基板９が設けられている。また、軸材２１のうち円筒ディスプ
レイ１の内側の部分には、軸材２１の回転角度（したがって回転ダイアル２２の回転角度
）を検出するためのロータリーエンコーダ１１が、歯車を介して取り付けられている。
【０１７９】
　円筒ディスプレイ１はパネル板１０に対して固定されている（回転しない）ので、回路
基板９やロータリーエンコーダ１１には通常のリード線（図示略）を介してパネル板１０
側から電源が供給される。
【０１８０】
　パネル板１０の上には、位置同期操作釦１３が配置されている。ロータリーエンコーダ
１１の検出結果や、位置同期操作釦１３の操作状態を示す信号は、マイクロコンピュータ
５に送られる。
【０１８１】
　円筒ディスプレイ１の表示面は、回転ダイアル２２の側から見て、図３の例と同様にし



(32) JP 2009-75480 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

て、円周方向上で互いに等しい角度範囲を有する複数の区画（ここではＫ個の区画Ｓ１～
ＳＫとする）に区分されている。
【０１８２】
　回転ダイアル２２の回転方向は、上から見て時計回りの方向が正方向（逆の方向が負方
向）とされている。円筒ディスプレイ１の表示面の円周方向上の位置は、図１５に矢印Ａ
で示した位置が角度０度の位置とされ、回転ダイアル２２の回転正方向に沿って、図４に
示したようにして角度が増加する。
【０１８３】
　マイクロコンピュータ５は、第１の実施の形態において「第２の例」として説明したよ
うに、表示データ記憶メモリ６内のデータを、Ｄ（０），Ｄ（１），Ｄ（２），…Ｄ（Ｍ
－１）、（但しＭはＫの倍数）というＫの倍数個の項目のデータとして管理し、Ｋ個の区
画Ｓ１～ＳＫに１つずつの項目を表示するための初期化処理を行う。
【０１８４】
　図１８，図１９は、この初期化処理の後、回転ダイアル２２が手動で回転されることに
基づいてマイクロコンピュータ５が実行する処理を示すフローチャートである。このうち
、図１８は、回転ダイアル２２が正方向に回転された際の処理であり、図１９は、円筒デ
ィスプレイ１が負方向に回転された際の処理である。
【０１８５】
　図１８に示すように、マイクロコンピュータ５は、回転ダイアル２２の正方向の回転角
度の検出結果をロータリーエンコーダ１１から受信する（ステップＳ１３１）と、回転ダ
イアル２２の正方向の回転角度が（３６０／Ｋ）度（すなわち円筒ディスプレイ１の表示
面の区画１つ分の角度）に達したか判断する（ステップＳ１３２）。
【０１８６】
　ノーであった場合は、そのまま処理を終了する。他方、イエスであった場合は、表示内
容を一項目分スクロールするために、ステップＳ１３３以下のループ処理を、ｎの値を１
からＫまで１ずつインクリメントして反復する。
【０１８７】
　このループ処理は、前出の図１２の処理のステップＳ９３以下のループ処理と同じ内容
である。
【０１８８】
　このループ処理をｎ＝１からｎ＝Ｋまで完了すると、表示内容を正方向に一項目分スク
ロールしたので、スクロールのオフセット変数ｄの値をｄ＝ｄ＋１にセット（但し、ｄ＋
１はＫを法とするモジュロ計算）して（ステップＳ１４２）、処理を終了する。
【０１８９】
　図１９に示すように、マイクロコンピュータ５は、回転ダイアル２２の負方向の回転角
度の検出結果をロータリーエンコーダ１１から受信する（ステップＳ１５１）と、回転ダ
イアル２２の負方向の回転角度が（３６０／Ｋ）度（すなわち円筒ディスプレイ１の表示
面の区画１つ分の角度）に達したか判断する（ステップＳ１５２）。
【０１９０】
　ノーであった場合は、そのまま処理を終了する。他方、イエスであった場合は、表示内
容を一項目分スクロールするために、ステップＳ１５３以下のループ処理を、ｎの値を１
からＫまで１ずつインクリメントして反復する。
【０１９１】
　このループ処理では、まず、区画Ｓｎに対応する添え字Ｃｎの値が０以上であるか（す
なわち前述の特殊値でないか）判断する（ステップＳ１５３）。
【０１９２】
　０以上であれば、Ｃｎの値から１を減算する（すなわち、Ｃｎの値を、一つ前の項目に
対応する値に更新する）（ステップＳ１５４）。そして、Ｃｎの値が０未満であるか判断
する（ステップＳ１５５）。
【０１９３】
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　０未満である場合は、項目の数Ｍに対して円筒ディスプレイ１が負方向に回転し過ぎて
いるので、Ｃｎの値を特殊値である－１にセットし（ステップＳ１５６）、区画Ｓｎに表
示されている項目を消去させる（ステップＳ１５７）。そして、ｎの値を１つインクリメ
ントして、ステップＳ１５３に戻る。
【０１９４】
　ステップＳ１５５において０未満でなかった場合は、区画Ｓｎに表示する項目をＤ（Ｃ
ｎ）に更新させる（ステップＳ１５８）。そして、ｎの値を１つインクリメントして、ス
テップＳ１５３に戻る。
【０１９５】
　ステップＳ１５３においてＣｎの値が特殊値であった場合は、Ｃｎの値が－２であるか
判断する（ステップＳ１５９）。
【０１９６】
　－２である場合は、Ｃ（ｎ－１）（但し、ｎ－１が０以下になる場合はＣ（ｎ－１＋Ｋ
））の値が０以上であるか判断する（ステップＳ１６０）。
【０１９７】
　０以上であった場合は、区画Ｓｎが今回項目Ｄ（Ｍ－１）を表示すべき区画であるので
、Ｃｎの値をＭ－１にセットする（ステップＳ１６１）。その後、区画Ｓｎに表示する項
目をＤ（Ｃｎ）（すなわち最後の項目Ｄ（Ｍ－１））に更新させる（ステップＳ１５８）
。そして、ｎの値を１つインクリメントして、ステップＳ１５３に戻る。
【０１９８】
　ステップＳ１５９において－２でなかった場合（－１であった場合）は、最初の項目Ｄ
（０）を表示すべき区画よりも前方に位置しているので、ｎの値を１つインクリメントし
て、ステップＳ１５３に戻る。
【０１９９】
　ステップＳ１６０において０以上でなかった場合（－２であった場合）は、区画Ｓｎは
今回も最後の項目Ｄ（Ｍ－１）が表示される区画よりも後方に位置しているので、ｎの値
を１つインクリメントして、ステップＳ１５３に戻る。
【０２００】
　このループ処理をｎ＝１からｎ＝Ｋまで完了すると、表示内容を負方向に一項目分スク
ロールしたので、スクロールのオフセット変数ｄの値をｄ＝ｄ－１（但し、ｄ－１が０未
満になる場合はｄ－１＋Ｋ）にセット）して（ステップＳ１６２）、処理を終了する。
【０２０１】
　この図１８，図１９の処理により、この筒状表示装置では、操作者が回転ダイアル２２
を回転させることに応じて、円筒ディスプレイ１の表示面の表示内容が円周方向に順次移
動していくことにより、表示内容がスクロール（表示手段自体は物理的に回転せずにスク
ロール）する。
【０２０２】
　このように、表示内容をスクロールする際の操作対象である回転ダイアル２２が円筒デ
ィスプレイ１に隣接しており、且つ、操作量（回転ダイアル２２の回転角度）と表示面上
での表示内容の移動量（回転角度）とが一致するので、表示内容をスクロールする操作が
直感的に把握しやすい。
【０２０３】
　これにより、操作者が、感覚的に理解しやすい操作によって表示内容をスクロールして
、多数の項目を選択的に表示させる（図５に示したように時刻と対応した多数の項目の中
から特定の時刻を選択して表示させる）ことができる。
【０２０４】
　また、マイクロコンピュータ５は、初期化処理の後、時間の進行に伴って、図１２に示
したのと同じ処理を実行する。
【０２０５】
　この処理により、或る時刻にその時刻に対応する項目が円筒ディスプレイ１の角度０度
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の位置（図１５の矢印Ａの位置）に表示された以降、時刻の進行に伴い、常に現在の時刻
に対応する項目が角度０度の位置に表示されるように（すなわち角度０度の位置における
表示が現在の時刻と同期するように）、表示内容が自動的にスクロールされる。
【０２０６】
　これにより、操作者は、前述の「第１の例」における図９の処理の場合と同様に、回転
ダイアル２１を手動で回転させない場合でも、円筒ディスプレイ１の角度０度の位置に表
示される項目を見るだけで、現在の時刻に対応する項目を確認することができる。
【０２０７】
　また、マイクロコンピュータ５は、初期化処理の後、位置同期操作釦１３が操作された
ことに基づいて、図１３に示したのと同じ処理と同じ処理を実行する。
【０２０８】
　この処理により、円筒ディスプレイ１の角度０度の位置にどの時刻に対応する項目が表
示されている場合でも、位置同期操作釦１３を操作するだけで、現在の時刻に対応する項
目が角度０度の位置に表示されるように（すなわち角度０度の位置における表示が現在の
時刻と同期するように）、表示内容が自動的にスクロールされる。
【０２０９】
　これにより、操作者は、回転ダイアル２２を手動で回転させることによって角度０度の
位置に過去あるいは未来の時刻に対応する項目を表示させていた場合でも、瞬時に現在の
時刻に対応する項目を角度０度の位置に表示させて、現在の時刻に対応する項目を確認す
ることができる。
【０２１０】
　図２０は、図１５の円筒状表示装置の構成の部分的変更例を示す図である。この変更例
では、図１５に示した回転ダイアル２２の代わりに、透明な材質から成る回転ダイアル２
３が、円筒ディスプレイ１の表示面を一部覆うようにして、円筒ディスプレイ１の軸を中
心に回転可能にして配置されている。それ以外の部分の構成は、図１５～図１７に示した
のと同じである。
【０２１１】
　この図２０の構成によっても、表示内容をスクロールする際の操作対象である回転ダイ
アル２３が円筒ディスプレイ１の一部を覆っており、且つ、操作量（回転ダイアル２３の
回転角度）と表示面上での表示内容の移動量（回転角度）とが一致するので、やはり、操
作者が、感覚的に理解しやすい操作によって表示内容をスクロールして、多数の項目を選
択的に表示させる（図５に示したように時刻と対応した多数の項目の中から特定の時刻を
選択して表示させる）ことができる。
【０２１２】
　尚、図１５や図２０の例では円筒ディスプレイ１の軸方向をパネル板１０に対して垂直
な方向に向けているが、これに限らず、円筒ディスプレイ１を、軸方向をパネル板１０に
平行な方向に向けるようにしてパネル板１０の上に固定して取り付けてもよい。
【０２１３】
　図２１は、第２の実施の形態に係る円筒状表示装置の別の外観構成例を示す図である。
この例では、図１５の円筒形ディスプレイ１を軸方向に沿って半分に切った形状のディス
プレイ（以下、半円筒ディスプレイと呼ぶ）２４が、軸方向をパネル板１０に平行な方向
に向けて、パネル板１０の上に固定して取り付けられている。
【０２１４】
　半円筒ディスプレイ２４の一方の端部には、半円筒ディスプレイ２４の半径とほぼ等し
い半径を有する円盤状の回転ダイアル２５が、半円筒ディスプレイ２４の軸を中心に回転
可能にして、半円筒ディスプレイ２４に隣接して配置されている。
【０２１５】
　この図２１の円筒状表示装置にも、図示は省略するが、図１５及び図１６に示したのと
同じ液晶ドライバ４，マイクロコンピュータ５，表示データ記憶メモリ６，タイマ７及び
ロータリーエンコーダ１１（ここでは回転ダイアル２５の回転角度を検出）が設けられて
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おり、それらの回路と位置同期操作釦１３とが図１７に示したようにして接続されている
。
【０２１６】
　半円筒ディスプレイ２４の表示面の円周方向上の位置は、軸方向の垂直上側の位置が角
度０度の位置と定義されている。
【０２１７】
　この図２１の円筒状表示装置でも、マイクロコンピュータ５は、図１５の円筒状表示装
置におけるのと同様に、初期化処理や、回転ダイアル２５の手動回転に基づくスクロール
処理や、時間の進行に伴うスクロール処理や、位置同期操作釦１３の操作に基づくスクロ
ール処理を実行する。
【０２１８】
　なお、以上に説明した筒状表示装置の第２の実施の形態では、表示の更新（スクロール
）は、「回転ダイアル２２の（正方向の）回転角度が（３６０／Ｋ）度（すなわち円筒デ
ィスプレイ１の表示面の区画１つ分の角度）に達したか判断」して行っている。
　しかし、別の例として、一般的なＧＵＩのウィンドウ表示のスクロールと同様の処理に
よってスクロールを実現してもよい。
　ディスプレイの表示面の円筒の周方向をｙ軸として、表示面の端（パネル板から出てい
る円筒の一部の、円筒面の軸と平行な切断線の片方）をｙ０とｙ１とすると、表示可能な
範囲は、
　ｙ０≦ｙ≦ｙ１
である。
　一方、表示データが論理的な平面（ｘ、ｙ）の各点において、Ｄ（ｘ、ｙ）の値を取る
ものであり、ｙ≧０にデータがあり、ｘ方向（幅）はデータと表示面が同じとすると、表
示面上の点（ｘ１，ｙ１）に表示すべき値は、
　Ｄ（ｘ１，ｙ１－ｙｄ）
となる。
　ｙｄをｙ０とした場合、表示面の始まり（ｙ０）から最初のデータが表示される。ｙｄ
の値を減らして表示を更新すると、その分だけ表示は正方向にスクロールされる。したが
って、回転ダイアルなどの回転量に合わせてｙｄの値を変化させて表示を更新すれば、ス
クロールされることになる。一般的なスクロールの技術と同様であり、ダイアルの回転量
とスクロール量を合わせたものである。（回転量に半径を掛けて、スクロール量とすれば
よい。）
【０２１９】
　また、以上に説明した筒状表示装置の第１，第２の実施の形態では、図５に示したよう
な文字列（テキストデータ）を表示している。しかし、これに限らず、グラフィカルな表
示を行うようにしてもよい。
【０２２０】
　そのためには、例えば、各項目のデータとして、ビットマップデータを表示データ記憶
メモリ６に記憶させ、そのビットマップデータのサイズを、円筒ディスプレイ１において
個々の項目が表示される長方形状の領域の大きさに合わせておくか、あるいは表示する際
にこの領域の大きさに合うように拡大または縮小すればよい。
【０２２１】
　あるいはまた、図形の描画内容を示すデータ（ページ記述言語や、メタファイル）を表
示データ記憶メモリ６に記憶させておき、そのデータを元に描画した図形を表示すればよ
い。
【０２２２】
　また、以上に説明した筒状表示装置の第１，第２の実施の形態では、図５に示したよう
に、それぞれ絶対的な時刻と対応することによって時間的な前後関係を有する複数の項目
を表示している。しかし、これに限らず、絶対的な時刻と対応することなく相対的に時間
的な前後関係を有する複数の項目を表示するようにしてもよい。
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【０２２３】
　また、以上に説明した筒状表示装置の第１，第２の実施の形態では、表示面に一度に表
示しきれない多数の項目を表示している。しかし、これに限らず、表示面に一度に表示し
きれる数の項目を表示するようにしてもよい。その場合には、表示する項目を一周分先の
項目や一周分前の項目に更新するための複雑な処理は不要であり、一周しても同じ項目を
循環的に表示するだけでよい。
【０２２４】
　また、以上に説明した筒状表示装置の第１，第２の実施の形態では、図７，図８，図１
０，図１１，図１２，図１３，図１８，図１９の各処理において、Ｃｎの値がＭ以上にな
った場合や、Ｃｎの値が０未満になった場合に、Ｃｎの値を－２や－１といった特殊値に
セットして、区画Ｓｎに何も表示させないようにしている。しかし、別の例として、Ｃｎ
の値がＭ以上になった以降の各区画に、Ｃｎの値がＭ－１である区画に表示される項目Ｄ
（Ｍ－１）とは逆側の項目Ｄ（０）のほうから項目Ｄ（０），Ｄ（１），…というように
循環的に表示させたり、Ｃｎの値が０未満になった以降の各区画に、Ｃｎの値が１である
区画に表示される項目Ｄ（１）とは逆側の項目Ｄ（Ｍ－１）のほうから項目Ｄ（Ｍ－１）
，Ｄ（Ｍ－２），…というように循環的に表示させるようにしてもよい。
【０２２５】
　また、以上に説明した筒状表示装置の第１，第２の実施の形態において、円筒形ディス
プレイ１や半円筒ディスプレイ２４としてペンタブレットを使用可能なディスプレイを用
い、ペンタブレットで表示面に手書きした内容に基づいてマイクロコンピュータ５やマイ
クロコンピュータ１４に処理（例えば、図１３に示したような角度０度の位置における表
示を現在の時刻と同期させる処理）を実行させるようにしてもよい。
【０２２６】
　また、以上に説明した筒状表示装置の第１，第２の実施の形態における表示面の角度０
度の位置（図４に示した真上の位置や、図１５に矢印で示した位置）はあくまで一例であ
り、表示面のうち操作者に見える適宜の位置を角度０度の位置と定義してよい。
【０２２７】
　また、以上に説明した筒状表示装置の第１，第２の実施の形態では、パネル板１０が表
面を水平にして配置されていることを前提としたが、例えばパネル板１０を壁面に設置す
ることによってパネル板１０の表面を垂直方向に向けたり、あるいはパネル板１０の表面
を水平方向に対して傾斜させるようにしてもよい。
【０２２８】
　また、以上に説明した筒状表示装置の第１，第２の実施の形態では、円筒ディスプレイ
１や半円筒ディスプレイ２４を設けている。しかし、これに限らず、円筒以外の筒形の形
状（例えば断面が多角形になっている角柱のような形状）をしており、その筒の外周面が
表示面となっているようなディスプレイを設けてもよい。
【０２２９】
〔筒状入力装置の第１の実施の形態〕　
　次に、本発明に係る筒状入力装置の第１の実施の形態について説明する。なお、ここで
は、前述の第１の実施の形態に係る円筒状表示装置（図１～図１３）を構成要素に含んだ
円筒状入力装置について説明し、第１の実施の形態に係る円筒状表示装置と共通する部分
については、その記載を援用して重複説明を省略する。
【０２３０】
　図２２は、第１の実施の形態に係る円筒状入力装置の外観構成例を示す図である。図２
３は、この円筒状入力装置の断面構造を示す図である。また、図２４は、この円筒状入力
装置を構成している回路の接続関係を示すブロック図である。これらの図において、図１
，図２，図６と共通する部分には同一符号を付している。
【０２３１】
　円筒ディスプレイ１の内側の回路基板９上には、表示データ記憶メモリ６内の各項目Ｄ
（ｊ）（ｊ＝０～Ｍ－１）のデータに一対一に対応して、その項目Ｄ（ｊ）に関する機能



(37) JP 2009-75480 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

情報（例えばその項目に対応して外部の被制御機器を制御するためのコマンド）Ｆｊを記
憶した揮発性のメモリ（以下、機能情報記憶メモリと呼ぶ）３１が追加されている。
【０２３２】
　パネル板１０の上には、入力操作釦３２が追加されている。パネル板１０の下側には、
外部の機器との間で通信を行う（例えば外部の被制御機器にコマンドを送信する）ための
制御インターフェース３３が追加されている。制御インターフェース３３は、例えばイー
サネット（登録商標）経由で通信を行うネットワークインターフェースである。
【０２３３】
　機能情報記憶メモリ３１は、マイクロコンピュータ５に接続されている。入力操作釦３
２の操作状態を示す信号は、マイクロコンピュータ１４に送られる。マイクロコンピュー
タ１４は、この信号を、アンテナユニット１５及び８を介して円筒ディスプレイ側のマイ
クロコンピュータ５に転送する。制御インターフェース３３は、マイクロコンピュータ１
４に接続されている。
【０２３４】
　この円筒状入力装置においても、第１の実施の形態に係る円筒状表示装置について説明
した初期化処理やその後の処理（図７～図９または図１０～図１３）が実行されるが、そ
れらの処理については重複説明を省略する。
【０２３５】
　図２５は、初期化処理の後、入力操作釦３２が操作されたことに基づいてマイクロコン
ピュータ５及び１４が実行する処理を示すフローチャートである。このうち、図２５（ａ
）は円筒ディスプレイ側のマイクロコンピュータ５の処理であり、図２５（ｂ）はパネル
側のマイクロコンピュータ１４の処理である。
【０２３６】
　図２５（ａ）のように、マイクロコンピュータ５は、入力操作釦３２が操作されたこと
を示す信号をマイクロコンピュータ１４から受信する（ステップＳ１７１）と、円筒ディ
スプレイ１の表示面の角度０度の位置（図４に示したように真上の位置）に現在いずれか
の項目Ｄ（ｊ）が表示されているか判断する（ステップＳ１７２）。
【０２３７】
　ノーであった場合は、そのまま処理を終了する。他方、イエスであった場合は、機能情
報記憶メモリ３１から、その項目Ｄ（ｊ）に関する機能情報Ｆｊを読み出す（ステップＳ
１７３）。そして、その機能情報Ｆｊを、アンテナユニット８及び１５を介してマイクロ
コンピュータ１４に転送して（ステップＳ１７４）、処理を終了する。
【０２３８】
　図２５（ｂ）のように、マイクロコンピュータ１４は、マイクロコンピュータ５から機
能情報Ｆｊを受信する（ステップＳ１８１）と、その機能情報Ｆｊを制御インターフェー
ス３３から外部の機器に送信して（ステップＳ１８２）、処理を終了する。
【０２３９】
　この円筒状入力装置は、第１の実施の形態に係る円筒状表示装置を構成要素に含んでい
るので、操作者が、感覚的に理解しやすい操作によって表示内容をスクロールして、多数
の項目を選択的に表示させることができる。
【０２４０】
　そして、この円筒状入力装置では、円筒ディスプレイ１に表示される複数の項目のそれ
ぞれに関する機能情報（例えば個々の項目に対応して外部の被制御機器を制御するための
コマンド）が記憶されており、操作者が入力操作釦３２を操作すると、円筒ディスプレイ
１の表示面のうち角度０度の位置に表示されている項目に関する機能情報に基づく処理（
ここでは、機能情報を制御インターフェース３３から外部の機器に送信する処理）が実行
される。
【０２４１】
　これにより、操作者は、感覚的に理解しやすい操作によって多数の項目を選択的に表示
させて、選択した項目に対応した情報（選択した項目に対応した機能を実行させる命令）
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を入力することができる。
【０２４２】
　なお、この第１の実施の形態では、前述の第１の実施の形態に係る円筒状表示装置（図
１～図１３）を構成要素に含めているが、第２の実施の形態に係る円筒状表示装置（図１
５～図２１）のほうを構成要素に含めてもよい。さらに、本発明に係る筒状表示装置であ
れば、如何なる形態のものであっても構成要素に含めてもよい。
【０２４３】
〔筒状入力装置の第２の実施の形態〕　
　次に、本発明に係る筒状入力装置の第２の実施の形態について説明する。第２の実施の
形態に係る円筒状入力装置は、前述の第１の実施の形態に係る円筒状表示装置（図１～図
１３）を構成要素に含みつつ、その円筒状表示装置の構成を一部変更して、円筒ディスプ
レイ１自体を入力操作釦として利用するようにしたものであり、第１の実施の形態に係る
円筒状表示装置と共通する部分や、第１の実施の形態に係る円筒状入力装置（図２２～図
２５）と共通する部分については、それらの記載を援用して重複説明を省略する。
【０２４４】
　図２６は、第２の実施の形態に係る円筒状入力装置の外観構成例を示す図である。この
図において、図１と共通する部分には同一符号を付している。また、図２４や図２５に相
当する図は省略するが、この円筒状入力装置でも、第１の実施の形態に係る円筒状入力装
置におけるのと全く同様にして、円筒ディスプレイ１の内側には機能情報記憶メモリ３１
が設けられており、パネル板１０の下側には制御インターフェース３３が設けられている
。
【０２４５】
　ここでは、円筒ディスプレイ１の両端の軸材２及び３は、図１のようにパネル板１０と
ほぼ同じ面高さの位置にあるのではなく、パネル板１０の上に設けられた軸受け４１に、
回転可能にして取り付けられている。
【０２４６】
　軸受け４１は、圧縮バネ４２及ぶ４３により、パネル板１０に対して垂直方向に変位可
能なようにしてパネル板１０の上に保持されている。
【０２４７】
　これにより、円筒ディスプレイ１は、円筒の軸を中心に回転可能なだけでなく、パネル
板１０に向けて押下することが可能になっている。
【０２４８】
　パネル板１０の上には、軸受け４１の底面との接触状態を検出するスイッチ４４が配置
されている。軸受け４１の底面は、円筒ディスプレイ１が押下されていない状態ではこの
スイッチ４４に接触しておらず、円筒ディスプレイ１が一定距離押下されるとスイッチ４
４に接触する。これにより、スイッチ４４は、円筒ディスプレイ１が一定距離押下された
ことを検出する役割を果たす。（尚、円筒ディスプレイ１が一定距離押下されたことを検
出する手段として、接触型のスイッチ４４の代わりに、非接触型の光センサなどを設けて
もよい。）
【０２４９】
　図示は省略するが、スイッチ４４の検出結果を示す信号はパネル側のマイクロコンピュ
ータ１４に送られ、マイクロコンピュータ１４はこの信号をアンテナユニット１５及び８
を介して円筒ディスプレイ側のマイクロコンピュータ５に転送する。
【０２５０】
　また、図示は省略するが、マイクロコンピュータ５及び１４は、第１の実施の形態に係
る円筒状入力装置におけるような入力操作釦３２の操作ではなく、スイッチ４４が円筒デ
ィスプレイ１の一定距離の押下を検出したことに基づき、図２５に示したような処理を実
行する。
【０２５１】
　したがって、この円筒状入力装置では、操作者が円筒ディスプレイ１の表示面をパネル
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板１０に向けて押下すると、円筒ディスプレイ１の表示面のうち角度０度の位置に表示さ
れている項目に関する機能情報に基づく処理（ここでは、機能情報を制御インターフェー
ス３３から外部の機器に送信する処理）が実行される。
【０２５２】
　これにより、第１の実施の形態に係る円筒状入力装置におけるのと同様にして、操作者
が、感覚的に理解しやすい操作によって多数の項目を選択的に表示させて、選択した項目
に対応した情報（選択した項目に対応した機能を実行させる命令）を入力することができ
る。
【０２５３】
　なお、この第２の実施の形態では、円筒ディスプレイ１の全体がパネル１０の外側に露
出した構成になっている。しかし、例えば円筒ディスプレイ１の半分前後を隠すように、
円筒ディスプレイ１の軸と平行な程度の高さの位置に板を配置することにより、外見が図
１と同様になるようにしてもよい。
【０２５４】
　また、この第２の実施の形態では、第１の実施の形態に係る円筒状表示装置（図１～図
１３）を構成要素に含めつつ、その構成を、円筒ディスプレイ１をパネル板１０に向けて
押下可能なように変更している。しかし、これに限らず、第２の実施の形態に係る円筒状
表示装置のうちの図２１の円筒状表示装置を構成要素に含めつつ、その構成を、半円筒デ
ィスプレイ２４または回転ダイアル２５をパネル板１０に向けて押下可能なように変更し
てもよい。
【０２５５】
　また、以上に説明した第１，第２の実施の形態に係る円筒状入力装置では、入力操作釦
３２の操作や円筒ディスプレイ１の押下に基づき、制御インターフェース３３から外部の
機器にコマンド等の機能情報を送信している。しかし、これに限らず、制御インターフェ
ース３３を介さずに円筒状入力装置に接続された外部の機器にコマンド等の機能情報を送
信してもよい。
【０２５６】
　あるいはまた、外部の機器に機能情報を送信するのではなく、円筒状入力装置自体の内
部に、機能情報の供給対象となる回路を設け、入力操作釦３２の操作や円筒ディスプレイ
１の押下に基づいてその回路に機能情報を供給するようにしてもよい。
【０２５７】
〔送出制御装置の実施の形態〕
　次に、本発明に係る送出制御装置の実施の形態について説明する。図２７は、本発明を
適用した番組制作システムの概要を示すブロック図である。この番組制作システムでは、
送出制御装置５１と、番組進行情報サーバ５２と、素材サーバ５３と、ストレージ装置５
４と、スイッチャー５５とが、ＬＡＮ５６に接続されている。また、送出制御装置５１に
はモニタ５７が接続されている。
【０２５８】
　番組進行情報サーバ５２には、電子キューシート（番組進行情報）が格納されている。
図２８は、この電子キューシートの内容の一例を示す図である。電子キューシートは、番
組の開始から終了までの時間の順に、番組を構成する複数の番組項目を記述したものであ
り、図の１行分が１項目分のデータである。
【０２５９】
　各番組項目のデータには、時間長（何分何秒），名称，次の切り換え制御（次の項目に
切り換える際の、図２７のスイッチャー５５に対する制御内容），ＣＧ番号（使用するコ
ンピュータグラフィクスデータの番号），ＣＧ制御（ＣＧを表示させる際のスイッチャー
５５に対する制御内容），音声選択（選択する音声の種別）が含まれている。
【０２６０】
　図示は省略しているが、電子キューシートには、番組の名称のデータや、番組の開始日
時の情報も含まれている。さらに、図示は省略しているが、電子キューシートには、各番
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組項目に関する付加情報として、次のようなデータも含まれている。
　・ＣＧを使用する場合に、ＣＧ中の代表的な画像を縮小表示するための画像データ
　・スイッチャー５５の各部の値（クロスポイントが取る入力番号など）
　・名称よりも詳細な説明やメモ書き（例えば、「Ｂスタジオ３人の映像」、「生中継、
北海道札幌...」、「このときＣルームの出演者に準備させる」、 「中継車の担当者と連
絡を取る」、「Ｄカメラに移動を指示」など）
【０２６１】
　図２７において、素材サーバ５３は、映像素材を格納し、ＬＡＮ５６経由で映像素材を
提供する。素材サーバ５３中の映像素材は、電子キューシートによって参照することがで
きる。
【０２６２】
　ストレージ装置５４は、ＶＴＲなどの、映像素材を蓄積する装置である。スイッチャー
５５は、映像を切り換えたり、映像に特殊効果を加える装置である。スイッチャー５５は
、スタジオ回路等（図示略）からの映像信号や、ストレージ装置５４からの映像や、素材
サーバ５３から取得した映像素材を選択・加工して、放送用出力として送出用機器（図示
略）に出力する。
【０２６３】
　送出制御装置５１は、前述の第１の実施の形態に係る円筒状入力装置（図２２～図２５
）を、番組用キューシートを表示し、且つ、表示された番組項目に関する詳細な情報を表
示させる命令を入力するために利用したものであり、図２４と共通する部分には同一符号
を付している。
【０２６４】
　送出制御装置５１のパネル側にはグラフィックコントローラ６１が設けられており、モ
ニタ５７は、このグラフィックコントローラ６１を介してパネル側のマイクロコンピュー
タ１４に接続されている。モニタ５７は、ＧＵＩ機能を搭載しており、画面に表示された
情報の内容をＧＵＩ操作によって変更（編集）することが可能になっている。
【０２６５】
　ここでは、制御インターフェース３３はネットワークインターフェースであり、このネ
ットワークインターフェースによってマイクロコンピュータ１４がＬＡＮ５６に接続され
ている。
【０２６６】
　また、送出制御装置５１のパネル側には、放送機器制御部６２が設けられている。放送
機器制御部６２は、マイクロコンピュータ１４を介さずに直接ＬＡＮ５６に接続されてお
り、ＬＡＮ５６経由で番組進行情報サーバ５２から電子キューシートを取得し、その電子
キューシートに従ってストレージ装置５４とスイッチャー５５とを制御する。
【０２６７】
　パネル側のマイクロコンピュータ１４は、ＬＡＮ５６経由で番組進行情報サーバ５２か
ら電子キューシートを取得し、その電子キューシートをアンテナユニット１５及び８を介
して円筒ディスプレイ側のマイクロコンピュータ５に転送する。
【０２６８】
　マイクロコンピュータ５は、その電子キューシートを表示データ記憶メモリ６に記憶さ
せる。そして、その電子キューシートを構成する各番組項目のデータのうちの時間長及び
名称（図２８）のデータを、前述のＭ個の項目Ｄ（１）～Ｄ（Ｍ－１）として管理する。
【０２６９】
　これにより、円筒ディスプレイ１には、その電子キューシートを構成する複数の番組項
目の時間長及び名称が、時刻の順に表示面の円周方向に並べて表示される。
【０２７０】
　また、前出の図７及び図８の処理や図１０及び図１１の処理により、操作者が、電子キ
ューシートを構成する多数の番組項目の時間長及び名称を、感覚的に理解しやすい操作に
よって時間軸に沿ってスクロールして、任意の時刻の番組項目の時間長及び名称を表示さ
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せることができる。
【０２７１】
　また、前出の図９や図１２の処理により、常に現在の時刻の番組項目の時間長及び名称
が角度０度の位置に表示されるように、表示内容が自動的にスクロールされる。したがっ
て、操作者は、円筒ディスプレイ１を手動で回転させない場合でも、円筒ディスプレイ１
の真上の位置の表示を見るだけで、現在の時刻の番組項目の時間長及び名称を確認するこ
とができる。
【０２７２】
　また、前出の図１３の処理により、位置同期操作釦１３を操作するだけで、現在の時刻
の番組項目の時間長及び名称が角度０度の位置に表示されるように、表示内容が自動的に
スクロールされる。したがって、操作者は、円筒ディスプレイ１を手動で回転させること
によって真上の位置に過去あるいは未来の時刻の番組項目の時間長及び名称を表示させて
いた場合でも、瞬時に現在の時刻の番組項目の時間長及び名称を真上の位置に表示させて
、現在の時刻の番組項目の時間長及び名称を確認することができる。
【０２７３】
　機能情報記憶メモリ３１には、表示データ記憶メモリ６内の各項目Ｄ（ｊ）（ｊ＝０～
Ｍ－１）のデータに一対一に対応して、その項目Ｄ（ｊ）に該当する番組項目の全データ
（図２８に１行分で示したデータ）と、その項目Ｄ（ｊ）に該当する番組項目に関する付
加情報（前述のような、ＣＧ中の代表的な画像を縮小表示するための画像データ、スイッ
チャー５５の各部の値、名称よりも詳細な説明やメモ書き）とをモニタ５７に表示させる
コマンドが記憶されている。
【０２７４】
　マイクロコンピュータ５及び１４は、入力操作釦３２が操作されたことに基づいて、前
出の図２５の処理に相当する処理を実行する。但し、ここでは、マイクロコンピュータ５
は、図２５（ａ）のステップＳ１７３及びＳ１７４に相当する処理として、機能情報記憶
メモリ３１から読み出したコマンドをマイクロコンピュータ１４に転送するだけでなく、
表示データ記憶メモリ６から、項目Ｄ（ｊ）に該当する番組項目の全データと、項目Ｄ（
ｊ）に該当する番組項目に関する付加情報とを読み出してマイクロコンピュータ１４に転
送する処理も行う。
【０２７５】
　また、モニタ５７は制御インターフェース３３ではなくグラフィックコントローラ６１
を介してマイクロコンピュータ１４に接続されているので、マイクロコンピュータ１４は
、図２５（ｂ）のステップＳ１８１及びＳ１８２に相当する処理として、マイクロコンピ
ュータ５から受信したコマンド，番組項目の全データ及び付加情報を、グラフィックコン
トローラ６１を介してモニタ５７に送信する処理を行う。
【０２７６】
　これにより、円筒ディスプレイ１の表示面の角度０度の位置（真上の位置）に時間長及
び名称が表示されている番組項目に関する詳細な情報（番組項目の全データ及び付加情報
）がモニタ５７に表示される。
【０２７７】
　このように、操作者は、感覚的に理解しやすい操作によって多数の番組項目の時間長及
び名称を選択的に表示させることができるだけでなく、選択した番組項目に関する詳細情
報をモニタ５７に表示させる命令をこの送出制御装置５１で入力して、その詳細情報をモ
ニタ５７で確認することができる。
【０２７８】
　そして、操作者は、モニタ５７に表示された番組項目の詳細情報を、ＧＵＩ操作によっ
て変更（編集）することができる。
【０２７９】
　図２９は、送出制御装置５１をスイッチャー５５の操作パネルの一部に組み込んで配置
するとともに、モニタ５７をスイッチャー５５の操作パネルに隣接して配置した例を示す
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図である。この例のように、送出制御装置５１やモニタ５７を、スイッチャー５５の操作
パネルの一部としたり、あるいはスイッチャー５５の操作パネルに隣接させることにより
、円筒ディスプレイ１やモニタ５７で電子キューシートの内容を確認しつつ、スイッチャ
ー５５を手動操作することができる。
【０２８０】
　尚、図２７の番組制作システムにおける送出制御装置５１の応用例として、スイッチャ
ー５５が映像を切り換える際のワイプパターンの種類を、送出制御装置５１の円筒ディス
プレイ１の表示を見て選択できるようにしてもよい。そのためには、送出制御装置５１に
、以下に説明するような釦やデータや処理を追加すればよい。
【０２８１】
　すなわち、図示は省略するが、送出制御装置５１のパネル板（図２２，図２３における
パネル板１０）上に、円筒ディスプレイ１の表示を切り替えるための切り替えスイッチを
追加し、この切り替えスイッチの操作状態を示す信号を、パネル側のマイクロコンピュー
タ１４からアンテナユニット１５及び８を介して円筒ディスプレイ側のマイクロコンピュ
ータ５に転送させる。
【０２８２】
　表示データ記憶メモリ６には、電子キューシートのデータの他に、スイッチャー５５が
実行可能なワイプパターンの種類を図形や文字で表示するデータを記憶させる。そして、
ワイプパターン１種類分についてのデータを、１つの項目として管理する。
【０２８３】
　また、機能情報記憶メモリ３１には、前述のような番組項目の詳細情報をモニタ５７に
表示させるコマンドの他に、ワイプパターンの種類に一対一に対応して、当該種類のワイ
プパターンをスイッチャー５５に実行させるコマンドを記憶させる。
【０２８４】
　そして、マイクロコンピュータ５は、切り替えスイッチが操作されたことを示す信号を
マイクロコンピュータ１４から受信すると、円筒ディスプレイ１に表示する項目を、電子
 キューシートの番組項目から、ワイプパターンの種類に切り替える。
【０２８５】
　図３０は、このワイプパターンの種類の表示例を示す図である。ノーマルワイプ，アド
バンスドワイプ，モザイク，…というようなスイッチャー５５が実行可能なワイプパター
ンの種類が、円周方向に並べて表示されている。
【０２８６】
　このように円筒ディスプレイ１にワイプパターンの種類が表示されている状態で入力操
作釦３２が操作された場合には、マイクロコンピュータ５は、図２５（ａ）のステップＳ
１７３に相当する処理として、角度０度の位置に表示されている種類のワイプパターンを
スイッチャー５５に実行させるコマンドを、機能情報記憶メモリ３１から読み出す。
【０２８７】
　また、マイクロコンピュータ１４は、図２５（ｂ）のステップＳ１８２に相当する処理
として、マイクロコンピュータ５から受信したコマンドを、制御インターフェース（ネッ
トワークインターフェース）３３からＬＡＮ５６経由でスイッチャー５５に送信する。
【０２８８】
　これにより、操作者は、スイッチャー５５が映像を切り換える際のワイプパターンの種
類を、送出制御装置５１の円筒ディスプレイ１の表示を見て選択することができる。
【０２８９】
　なお、この実施の形態では第１の実施の形態に係る円筒状入力装置（図２２～図２５）
を利用して送出制御装置を構成している。しかし、これに限らず、第２の実施の形態に係
る円筒状入力装置（図２６）を利用して送出制御装置を構成してもよい。さらに、本発明
に係る筒状表示装置や円筒状入力装置であれば、如何なる形態のものを利用して送出制御
装置を構成してもよい。
【０２９０】
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〔その他の適用例〕
　本発明に係る筒状表示装置は、スケジューラ（スケジュールを表示する装置）に適用し
てもよい。図３１は、スケジューラに適用した場合の表示例を示す図である。特許会議Ａ
，バグ対策会議，…というようなスケジュールが、時刻の順に円周方向に並べて表示され
ている。
【０２９１】
　また、本発明に係る筒状表示装置において、表示面を軸方向に沿って輪切り状に複数の
表示領域に分割し、或る表示領域では現在の時刻に対応する項目を角度０度の位置に表示
させ（すなわち角度０度の位置における表示を現在の時刻と同期させ）、別の表示領域で
はスクロール操作に応じて過去あるいは未来の時刻に対応した項目を表示させてもよい。
【０２９２】
　例えば、スケジューラに適用する場合に、スクロール操作（第１の実施の形態では円筒
ディスプレイ１の手動による回転、第１の実施の形態では回転ダイアルの回転）が行われ
ていないときには図３１に例示したような表示を行い、スクロール操作が行われると、図
３２に例示するように、表示面を２つの表示領域に分割して、左側の領域では角度０度の
位置における表示を現在の時刻と同期させ、右側の表示領域ではスクロール操作に基づい
て過去あるいは未来の時刻に対応した項目を表示させてもよい。
【０２９３】
　そのためには、図３２の左側の領域については図９や図１２に示した処理を実行させ、
図３２の右側の領域については図７及び図８や図１０及び図１１や図１８及び図１９に示
した処理を実行させればよい。
【０２９４】
　図３２には２つの表示領域に分割した例を示したが、分割数は２に限定されない。例え
ばスケジューラに適用する場合に、３つの表示領域に分割して、現在の時刻と同期した表
示、明日の（２４時間後の）表示、スクロール操作に応じた表示、という３種類の表示を
行わせてもよい。
【０２９５】
　また、本発明に係る筒状入力装置は、レストランの各テーブルに置くメニュー表示器に
適用してもよい。図３３は、第１の実施の形態に係る円筒状入力装置（図２２～図２５）
を適用したメニュー表示器の外観構成を示す図であり、図２２と共通する部分には同一符
号を付している。
【０２９６】
　このメニュー表示器は、無線または有線のネットワーク（図示略）に接続されており、
表示するメニューのデータは、このネットワーク経由でサーバー（図示略）から取得する
。図３４は、このメニュー表示器でのメニューの表示例を示す図である。日替わりＡショ
ウガ焼き定食，日替わりＢ太刀魚定食，…というような料理のメニュー（さらに、注文可
能な残数が少ない場合には残数）が、円周方向に並べて表示されている。
【０２９７】
　入力操作釦３２が操作されると、角度０度の位置に表示されている料理を発注するコマ
ンドを、ネットワーク経由でレストラン内の注文管理用の端末（図示略）に送信する。パ
ネル板１０上には、店員を呼び出すための呼び出し釦７１も設けられている。
【０２９８】
　こうしたメニュー表示器でメニューを表示すれば、料理の残数に応じて表示をいつでも
更新することができ、また、いくらメニューが多くても全てのメニューをスクロール表示
することができる。さらに、テーブル上でメニューの表示面を指で回転させることに娯楽
性があり、そのことが集客力のアップにつながると期待できる。
【図面の簡単な説明】
【０２９９】
【図１】第１の実施の形態に係る円筒状表示装置の外観構成を示す図である。
【図２】図１の円筒状表示装置の断面構造を示す図である。
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【図３】円筒ディスプレイの表示面の区画を例示する図である。
【図４】円筒ディスプレイの回転方向及び円周方向上の位置の定義を示す図である。
【図５】表示データ記憶メモリに記憶されているデータを例示する図である。
【図６】図１の円筒状表示装置を構成する回路の接続関係を示すブロック図である。
【図７】表示制御の第１の例における、円筒ディスプレイが手動で正方向に回転された際
の処理を示すフローチャートである。
【図８】表示制御の第１の例における、円筒ディスプレイが手動で負方向に回転された際
の処理を示すフローチャートである。
【図９】表示制御の第１の例における、時間の進行に伴う処理を示すフローチャートであ
るである。
【図１０】表示制御の第２の例における、円筒ディスプレイが手動で正方向に回転された
際の処理を示すフローチャートである。
【図１１】表示制御の第２の例における、円筒ディスプレイが手動で負方向に回転された
際の処理を示すフローチャートである。
【図１２】表示制御の第２の例における、時間の進行に伴う処理を示すフローチャートで
あるである。
【図１３】表示制御の第２の例における、位置同期操作釦の操作に基づく処理を示すフロ
ーチャートである。
【図１４】外部からの回転トルクの検出結果に基づく処理を示すフローチャートであるで
ある。
【図１５】第２の実施の形態に係る円筒状表示装置の外観構成例を示す図である。
【図１６】図１５の円筒状表示装置の断面構造を示す図である。
【図１７】図１５の円筒状表示装置を構成する回路の接続関係を示すブロック図である。
【図１８】第２の実施の形態に係る円筒状表示装置における、回転ダイアルが正方向に回
転された際の処理を示すフローチャートである。
【図１９】第２の実施の形態に係る円筒状表示装置における、回転ダイアルが負方向に回
転された際の処理を示すフローチャートである。
【図２０】図１５の円筒状表示装置の構成の部分的変更例を示す図である。
【図２１】第２の実施の形態に係る円筒状表示装置の別の外観構成例を示す図である。
【図２２】第１の実施の形態に係る円筒状入力装置の外観構成を示す図である。
【図２３】図２２の円筒状入力装置の断面構造を示す図である。
【図２４】図２２の円筒状入力装置を構成する回路の接続関係を示すブロック図である。
【図２５】第１の実施の形態に係る円筒状入力装置における、入力操作釦の操作に基づく
処理を示すフローチャートである。
【図２６】第２の実施の形態に係る円筒状入力装置の外観構成を示す図である。
【図２７】本発明を適用した番組制作システムの概要を示すブロック図である。
【図２８】電子キューシートの内容を例示する図である。
【図２９】図２７の送出制御装置及びモニタの配置例を示す図である。
【図３０】送出制御装置でのワイプパターンの種類の表示例を示す図である。
【図３１】本発明に係る筒状表示装置をスケジューラに適用した場合の表示例を示す図で
ある。
【図３２】２分割表示の例を示す図である。
【図３３】本発明に係る筒状表示装置を適用したメニュー表示器の外観構成を示す図であ
る。
【図３４】図３３のメニュー表示器の表示例を示す図である。
【符号の説明】
【０３００】
　１　円筒ディスプレイ、　２　軸材、　３　軸材、　４　液晶ドライバ、　５　マイク
ロコンピュータ、　６　表示データ記憶メモリ、　７　タイマ、　８　アンテナユニット
、　１０　パネル板、　１１　ロータリーエンコーダ、　１２　アクチュエーター、　１
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３　位置同期操作釦、　１４　マイクロコンピュータ、　１５　アンテナユニット、　２
１　軸材、　２２　回転ダイアル、　２３　回転ダイアル、　２４　半円筒ディスプレイ
、　２５　回転ダイアル、　３１　機能情報記憶メモリ、　３２　入力操作釦、　３３　
制御インターフェース、　４１　軸受け、　４２　圧縮バネ、　４３　圧縮バネ、　４４
　スイッチ、　５１　送出制御装置、　５２　番組進行情報サーバ、　５３　素材サーバ
、　５４　ストレージ装置、　５５　スイッチャー、　５６　ＬＡＮ、　５７　モニタ、
　６１　グラフィックコントローラ、　６２　放送機器制御部

【図１】 【図２】
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